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平成17年５月10日 毎月１回発行

［市の人口］
72,706人
男=35,594人
女=37,112人

［世帯数］
26,091世帯

平成17年4月1日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

［主な内容］
● 新市長・新議長　就任のあいさつ
● 平成17年度　秩父市暫定予算のあらまし
● わたしたちの学校を紹介します!（中学校編）

● ４市町村の歴史に幕　それぞれの想いを新秩父市へ



市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。 ❷

　

こ
の
た
び
合
併
後
の
新
秩
父
市
初
代

市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

栗
原　

稔
で
す
。

　

私
は
平
成
15
年
５
月
、
旧
秩
父
市
長

就
任
と
同
時
に
職
員
の
意
識
改
革
に
取

り
組
み
、
株
式
会
社
「
あ
い
さ
つ
」
を

設
立
。
私
自
ら
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ

ン
と
し
て
率
先
垂
範
し
、
ま
た
職
員
に

は
こ
の
基
本
原
則
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

親
切
、
丁
寧
、
マ
ナ
ー
を
守
り
創
造
性

豊
か
で
情
報
発
信
の
で
き
る
職
員
と
な

り
、
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
市
役
所
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
週
開
催
す
る
部
長
級
の
各
部
連
絡
会

議
や
月
１
回
開
催
す
る
次
長
課
長
級
の

幹
部
会
議
で
職
員
提
案
制
度
を
取
り
入

れ
、
自
ら
改
善
改
革
の
発
案
の
で
き
る

職
員
の
養
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
職
員
の
意
識
も
大
き
な
高
ま

り
を
見
せ
、
効
率
的
積
極
的
な
行
政
展

開
を
推
進
す
る
「
行
政
経
営
」
の
端
緒

に
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
流
れ
を
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
隅
々

ま
で
心
配
り
が
行
き
届
い
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
基
礎
と
な
る
職
員
を
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
旧
市
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く

り
の
主
体
は
市
民
で
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
市
民
と
市
が
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
「
協
働
」
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
制
定
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
」、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構

築
す
る
た
め
環
境
保
全
活
動
に
先
導
的

役
割
を
担
う
と
い
う
理
念
の
下
に
策
定

し
た
「
環
境
基
本
大
綱
」、
加
え
て
財

政
基
盤
を
強
固
に
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
策
定

し
た
「
財
政
健
全
化
計
画
」
に
つ
い
て

も
ゆ
る
ぎ
な
く
新
市
に
引
き
継
い
で
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」
な

ど
の
環
境
施
策
や
芝
桜
な
ど
の
花
観
光

や
秩
父
音
楽
祭
の
開
催
に
よ
り
「
環
境

文
化
都
市
」
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
合
併
の
公
約
と
も
言
う
べ
き
「
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の
具
体
的
推
進

を
図
り
、
今
や
都
市
基
盤
と
も
い
う
べ

き
高
速
大
容
量
通
信
網
の
整
備
や
、
旧

秩
父
セ
メ
ン
ト
跡
地
利
用
将
来
計
画
の

策
定
に
も
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

合
併
で
産
み
出
さ
れ
た
財
源
は
将
来

の
秩
父
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
重
点
投

資
し
、
秩
父
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
を

生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
に
よ
り
、
卓

越
し
た
多
様
な
才
能
が
花
開
く
教
育
の

実
践
に
注
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
長
就
任
に
当
た
り
実
現
し
た
い
こ

と
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
安
心
安
全
を
守
り
、
住
民
福
祉

が
行
き
届
き
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ど
の

地
域
に
住
ん
で
い
て
も
「
こ
の
ま
ち
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
。」
と
心
か
ら
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
ま
ち
輝
き　

む
ら
際
だ
ち　

森
と
水
の
ち
か
ら
ほ
と

ば
し
る　

助
け
あ
い　

温
も
り
の
ま
ち

ち
ち
ぶ
」
の
実
現
に
誠
心
誠
意
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新市長・新議長新市長・新議長
就任のあいさつ就任のあいさつ
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秩
父
市
長栗　

原　
　
　

稔



市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。
❸

　

新
秩
父
市
発
足
後
の
４
月
６
日
に
開

催
さ
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長

の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ

と
は
、
私
に
と
り
ま
し
て
身
に
余
る
光

栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
合
併
に
よ
り
本
市
は
、
東
京

都
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
群
馬
県
の
１

都
３
県
に
接
し
、
人
口
７
２
，
７
０
６

人
、
面
積
は
５
７
７
・
６
９
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
埼
玉
県
全
体
の
15
％
を
占

め
、
そ
の
面
積
の
87
％
が
森
林
、
ま
た
、

埼
玉
県
民
の
水
が
め
４
ダ
ム
を
有
す
る

特
徴
の
あ
る
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
新
市
の
新
た
な
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
に
当
た
り
、
市
民
の
融
和
を

図
り
つ
つ
、
新
し
い
市
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
あ
る「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

に
基
づ
く
、
10
項
目
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
現
。
平
成
12
年
に
「
地
方
分

権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、

住
民
に
身
近
な
問
題
は
当
該
の
市
町
村

で
行
え
と
い
う
分
権
型
社
会
を
迎
え
、

専
門
職
員
の
配
置
に
よ
る
地
方
分
権
の

受
け
皿
づ
く
り
。
さ
ら
に
は
、
市
の
財

政
は
、
歳
入
で
あ
る
企
業
・
個
人
が
収

め
る
地
方
税
、
自
主
財
源
の
割
合
が
約

30
％
と
低
く
、
森
林
・
自
然
環
境
・
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
多
彩
な
文
化
を
生
か

し
た
産
業
振
興
に
よ
る
自
主
財
源
確
保
、

行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
行
政
の
効

率
化
な
ど
、
諸
対
策
へ
の
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

議
会
は
、
合
併
特
例
法
の
在
任
特
例

に
よ
り
、
60
人
の
議
員
で
来
年
４
月
30

日
ま
で
務
め
ま
す
。

　

将
来
「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
、
市
の
す
み
ず
み
ま
で
行

き
渡
る
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
安

心
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

市
民
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
運
営

を
心
掛
け
て
い
く
所
存
で
す
。

　

市
議
会
に
対
し
、
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
就
任
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

秩
父
市
議
会
議
長

　

荒　

船　
　
　

功

議
長
就
任
に
あ
た
り

議
長
就
任
に
あ
た
り

・議　長　　荒　船　　　功
・副議長　　髙　野　幸　雄

（以下◎は委員長、○は副委員長）

●総務委員会
　◎笠　原　重　男（無）　○山　中　將　市（無）
　　武　藤　貞　一（共）　　深　田　一　夫（共）
　　髙　野　安　之（無）　　金　崎　昌　之（新社）
　　嶌　嵜　暉　郎（無）　　山　中　雅　文（無）
　　新　井　弘　一（無）　　加　藤　孝　志（無）
　　加　藤　仁　男（無）　　下　山　喜太郎（無）
　　小　池　和　雄（無）　　宮　崎　豊　二（無）
　　今　井　武　藏（無）

●建設委員会
　◎宮　田　勝　雄（無）　○若　林　富　雄（無）
　　山　中　　　進（共）　　笠　原　宏　平（無）
　　井　隝　二三八（無）　　新　井　喜　男（無）
　　浜　田　隆　史（公）　　横　田　利　夫（無）
　　笠　間　光　吏（無）　　中　村　義　一（無）
　　荒　船　　　功（無）　　須　田　　　博（無）
　　新　井　兄三郎（無）　　青　木　　　實（無）
　　井相田　福　治（無）　

●生活環境経済委員会
　◎髙　野　勝　盟（無）　○小　櫃　市　郎（無）
　　出　浦　章　恵（共）　　千　島　信　行（無）
　　木　村　　　操（公）　　加　藤　清　一（無）
　　江　田　治　雄（無）　　逸　見　英　昭（無）
　　上　林　富　夫（無）　　嶌　田　富　雄（無）
　　山　中　要三郎（無）　　小　澤　祥　二（無）
　　引　間　嘉　一（無）　　内　田　修　司（無）
　　今　井　松　雄（無）

●文教福祉委員会
　◎浅　海　　　忠（無）　○横　田　喜　介（無）
　　新　井　康　一（共）　　落　合　芳　樹（無）
　　山　中　徳　明（無）　　富　田　恵　子（公）
　　坂　本　文　雄（新社）　 和久井　一　夫（無）
　　海老原　捷　夫（無）　　引　間　國　雄（無）
　　中　嶋　政　晴（無）　　金　田　安　生（無）
　　髙　野　幸　雄（無）　　新　井　　　孝（無）
　　井　上　十三男（無）

※氏名（敬称略）の右の（　）内は党派を表します。
（無）＝無所属、（共）＝日本共産党、（公）＝公明党、
（新社）＝新社会党

　4月6日に開催された臨時会において、正副議長お
よび各常任委員会委員が、以下のとおり選任されました。

新しい
秩父市議会を
 ご紹介します



❹

　

４
月
24
日
に
立
候
補
者
の
受
付
、
５
月
１
日
に
市
内
48
か
所

で
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
栗
原　

稔
氏
が
当
選

し
ま
し
た
。

　

投
票
率
は
、
64
・
59
％
で
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
５
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

芦
田
茂
二
氏（
下
吉
田
）

は
３
月
４
日
、
消
防
庁
長

官
か
ら
功
労
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

芦
田
氏
は
、
昭
和
45
年

に
吉
田
町
消
防
団
に
入
団

し
て
以
来
、
34
年
の
永
き
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
10
年
か
ら
は
消
防
団
長
と
し
て

予
防
消
防
と
団
員
の
育
成
、
消
防
水
利
の
拡
充
や
施
設
等
の
整

備
に
も
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
消
防
活
動
に
多
大
な
る
貢

献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰 

功
労
章
受
章 

秩
父
市
長
選
挙
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

芦 田 茂 二氏
（下吉田）

保育所（園）の入所（園）申込みについて保育所（園）の入所（園）申込みについて
　現在市内保育所（園）は、公立保育所７か所、私立保
育園５か所です。仕事や介護などで、家庭で保育できな
いお子さんをお預かりしています。
　入所対象となるのは、０歳～小学校就学前までの児童
で、受け入れられる年齢については各施設により異なり
ます。（一覧表参照）
　入所当初は「慣らし保育」として、おおむね１～２週
間は、お子さんが集団生活に慣れるまで短時間の保育に
ご協力いただいています。そのため、育児休業後に復職

される方などで慣らし保育が困難な場合には、高篠保育
所と原谷保育所については、希望により対象年齢になる
誕生月の前月１日から入所していただけるようになりま
した。（原則、対象年齢は満年齢とします。）私立保育園
についてはご相談ください。
　なお、入所希望者が多数いる場合には選考になります
ので、入所希望月の前月1日までに申し込みをされるよ
うお願いします。
問い合わせ　こども課☎22－2211内線1181・1182

※高篠保育所および原谷保育所については、慣らし保育の期間を考慮し、希望により対象年齢になる誕生月の前月1日から入所することもできます。
※入所申込書は、保育所へ提出することもできます。
※各保育所（園）の詳細は、本庁こども課へお問い合わせください。

秩父市内保育所（園）一覧
保育所（園）名 所　在　地 電話番号 対象年齢 保育時間（時間外・延長保育時間含）

市　
　
　

立

花 の 木 保 育 所 上町3-21-9 22－2217 生後8か月から

平　

日

7：00～ 19：00

土
曜
日

7：00～ 19：00
永 田 保 育 所 永田町9-22 22－1805 生後8か月から

7：30～ 18：30 7：30～ 12：30

日 野 田 保 育 所 日野田町1-9-27 22－1806 生後8か月から
高 篠 保 育 所 山田2194-1 22－2348 2歳から
原 谷 保 育 所 大野原2984 22－5408 2歳から
影 森 保 育 所 下影森1081 22－1544 生後8か月から
吉 田 保 育 所 下吉田3912-3 77－1145 生後8か月から

私　
　
　

立

山 田 保 育 園 山田1578-1 23－1396 生後9か月から

平　

日

7：30～ 18：30

土
曜
日

7：30～ 12：30
秩父かなめ保育園 大畑町5-4 23－2022 生後57日から 7：30～ 17：30 7：30～ 12：15
秩 父 若 葉 保 育 園 金室町11-4 24－3347 生後4か月から 7：30～ 18：30 7：30～ 17：30
た ん ぽ ぽ 保 育 園 寺尾1940 24－6217 1歳から 7：50～ 17：50 8：30～ 12：30

く わ の 実 保 育 園 黒谷1179 24－4455 生後57日から
（出生前入所予約可） 7：30～ 19：00 7：30～ 13：30

かみたのこども園
（平成17年6月開園予定） 荒川上田野993-1 未定 生後3か月から 7：00～ 18：00 7：00～ 12：00

市長選投票結果
当日の有権者数
総計 57,304人
男 27,764人
女 29,540人

投票総数（投票率）
総計 37,011票（64.59％）
男 17,502票（63.04％）
女 19,509票（66.04％）

開票結果
▼有効投票数 36,642票
▼無効投票数 369票
▼持帰りと思われる票 0票

　当 24,768票 栗原　稔氏（63歳）
　　 11,874票 久喜邦康氏（50歳）



❺

　

秩
父
市
の
平
成
17
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
、
新
設
合
併
に
伴
い
、
市
長
が
新

市
の
発
足
時
に
お
い
て
不
在
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
暫
定
予
算
と
し
て
の
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
予
算
額
は
74
億
７
，

４
７
８
万
円
、
歳
出
予
算
額
は
65
億
５
，

５
０
４
万
円
と
な
り
、
合
併
４
市
町
村

の
事
務
事
業
等
を
継
承
す
る
中
で
、
暫

定
予
算
の
本
来
的
趣
旨
で
あ
る
人
件

費
・
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
や
、

施
設
の
維
持
管
理
経
費
等
の
経
常
的
な

経
費
を
中
心
に
、
平
成
17
年
４
月
１
日

〜
６
月
30
日
ま
で
の
３
か
月
間
の
予
算

の
み
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
部
政
策
的
な
経
費
が
含
ま

　

暫
定
予
算
の
性
格
は
、『
行
政
の
中

断
を
防
ぐ
目
的
を
も
っ
て
年
度
間
を
通

じ
る
予
算
（
本
予
算
と
い
う
。）
が
成

立
す
る
ま
で
の
、
一
会
計
年
度
の
う
ち

の
一
定
期
間
に
係
る
予
算
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
「
つ
な
ぎ
予
算
」
と
し
て
編
成

さ
れ
る
も
の
』
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
原
則
と
し
て
次
の
よ

う
な
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
。

○
暫
定
予
算
の
期
間
は
、
１
〜
３
か
月

間
が
適
当
と
さ
れ
て
い
る
。

○
暫
定
予
算
は
、
基
本
的
に
は
歳
出
予

算
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
収
支
均
衡
の
原
則
を
適
用
す

る
必
要
は
な
い
。

　

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
上
表
お

よ
び
下
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
課

　

☎
22

－

２
２
０
３
（
直
通
）

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
市
民
の
安
全

と
安
心
の
確
保
や
継
続
事
業
な
ど
最
小

限
必
要
な
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

《
暫
定
予
算
の
性
格
》

平
成
17
年
度

平成17年度秩父市暫定予算（歳出）会計別予算規模
   （単位：千円）

会 計 区 分 平成17年度予算額
一 般 会 計 6,555,049

5,512,342
国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） 2,082,582
国民健康保険（診療施設勘定） 39,520
老 人 保 健 1,602,260
介 護 保 険 1,527,150
簡 易 水 道 事 業 41,229
下 水 道 事 業 152,388
農 業 集 落 排 水 事 業 21,298
戸 別 合 併 処 理 浄 化 槽 事 業 33,483
公 設 地 方 卸 売 市 場 10,851
駐 車 場 事 業 1,581

1,044,692
208,514

収 益 的 支 出 193,326
資 本 的 支 出 15,188

836,178
収 益 的 支 出 836,177
資 本 的 支 出 1

合 　 　 計 13,112,083

特 別 会 計

企 業 会 計
水 道 事 業

病 院 事 業
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（中学校編）　　

秩父市立秩父第二中学校 ○
学
校
教
育
目
標

『
地
域
に
愛
さ
れ
る
日
本
一
の
学
校
』

「
具
体
的
目
標
」

・
学
び
を
大
切
に
す
る
生
徒
…

　
　
　
　
　
　
　
　

「
か
し
こ
く
」

・
意
欲
を
大
切
に
す
る
生
徒
…

　
　
　
　
　
　
　
　

「
つ
よ
く
」

・
自
他
を
大
切
に
す
る
生
徒
…

　
　
　
　
　
　
　
　

「
さ
わ
や
か
に
」

○
歴　

史

　

昭
和
22
年
４
月
、
秩
父
町
立
秩
父
第

二
中
学
校
設
立
。
昭
和
48
年
８
月
、
現

在
の
校
舎
竣
工
。
平
成
13
年
５
月
、
新

体
育
館
落
成
。

○
学
校
自
慢

　

秩
父
第
二
中
学
校
の
生
徒
は
、
主
体

的
な
活
動
を
大
事
に
し
、
特
に
、
歌
う

こ
と
に
は
全
員
が
力
を
発
揮
し
ま
す
。

一
心
の
歌
は
、
よ
き
伝
統
に
な
っ
て
い

ま
す
。

秩父市立尾田蒔中学校○
学
校
教
育
目
標

・
学
習
に
励
み
、
進
ん
で
行
動
す
る
、

心
豊
か
な
生
徒

○
歴　

史

　

昭
和
22
年
４
月
、
尾
田
蒔
小
学
校
の

一
部
を
仮
校
舎
と
し
て
創
立
。
平
成
元

年
５
月
、
学
校
環
境
整
備
緑
化
コ
ン
ク

ー
ル
県
一
位
入
賞
。
平
成
15
年
９
月
、

「
校
内
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
あ
り

方
」
研
究
発
表
会
。

○
学
校
自
慢

　

尾
田
蒔
中
学
校
生
徒
会
が
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
を
展
開
し
ま
し
た
。
有
志

も
加
わ
り
、
種
を
蒔
き
、
苗
を
育
て
、

フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て
植
え
つ
け
を
行
い

ま
し
た
。

　新秩父市は、新市の主要プロジェクトの中でも「人づくりはくにづくり」として、
子どもたちの教育に力を入れています。先月号の小学校紹介に引き続き、中学校
全９校をご紹介します。

秩父市立秩父第一中学校○
学
校
教
育
目
標

「
目
指
す
生
徒
像
」

・
思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
生
徒

　
（
助
け
あ
う
一
中
生
）

・
進
ん
で
学
び
創
造
力
あ
る
生
徒

　
（
学
ぶ
一
中
生
）

・
健
康
で
た
く
ま
し
い
生
徒

　
（
鍛
え
る
一
中
生
）

○
歴　

史

　

昭
和
22
年
４
月
、
秩
父
町
立
秩
父
第

一
中
学
校
開
校
、
原
谷
村
立
原
谷
中
学

校
開
校
。
昭
和
38
年
４
月
、
秩
父
第
一

中
学
校
と
原
谷
中
学
校
を
統
合
。
昭
和

40
年
３
月
、
新
校
舎
竣
工
、
移
転
。

○
学
校
自
慢

　

安
全
・
安
心
な
環
境
と
学
力
向
上
で
、

保
護
者
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
文
武
両
道
、
運

動
部
・
文
化
部
と
も
に
県
・
全
国
大
会

で
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。



❼

秩父市立大田中学校○
学
校
教
育
目
標

「
心
身
と
も
に
健
康
で
、
心
豊
か
な
生

き
生
き
し
た
生
徒
」

・
自
ら
意
欲
的
に
学
び

・
自
他
を
大
切
に
し
、
勤
労
を
い
と
わ

ず
・
気
力
・
体
力　

逞
し
く

○
歴　

史

　

昭
和
22
年
５
月
、
大
田
中
学
校
開
校
。

昭
和
59
年
３
月
、
新
校
舎
改
築
竣
工
。

昭
和
60
年
３
月
、
体
育
館
新
築
竣
工
。

○
学
校
自
慢

　

今
年
の
「
も
の
づ
く
り
体
験
学
習
」

で
は
、
地
域
の
方
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

餃
子
づ
く
り
（
大
田
公
民
館
）、
豆
腐

づ
く
り
（
家
庭
科
室
）、
う
ど
ん
づ
く

り
（
技
術
室
）
を
全
校
生
徒
が
各
班
に

別
れ
て
体
験
し
ま
し
た
。

秩父市立影森中学校 ○
学
校
教
育
目
標

・
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
る
生
徒

　
（
徳　

心
の
豊
か
さ
）

・
自
ら
学
び
輝
く
生
徒

　
（
知　

自
ら
学
ぶ
意
欲
・
態
度
）

・
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒

　
（
体　

た
く
ま
し
い
体
力
と
意
思
）

○
歴　

史

　

昭
和
22
年
４
月
、
学
制
改
革
に
よ
り

影
森
村
立
中
学
校
を
設
立
。 

昭
和
35
年

４
月
、
久
那
中
学
校
統
合
。 

昭
和
60
年

４
月
、
浦
山
中
学
校
統
合
。

○
学
校
自
慢

　

全
国
の
学
校
の
卒
業
式
で
、
最
も
歌

わ
れ
て
い
る
「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
発

祥
の
学
校
と
し
て
、
こ
の
伝
統
と
誇
り

を
胸
に
、
歌
声
の
響
く
学
校
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

秩父市立高篠中学校 ○
学
校
教
育
目
標

「
賢
く　

優
し
く　

逞
し
く
」

・
懸
命
に
勉
強
す
る
生
徒

・
精
一
杯
心
を
磨
く
生
徒

・
本
気
で
活
動
す
る
生
徒

○
歴　

史

　

昭
和
22
年
４
月
、
高
篠
村
立
中
学
校

と
し
て
設
立
。
昭
和
26
年
９
月
、
独
立
、

旧
校
舎
落
成
。
昭
和
60
年
３
月
、
新
校

舎
竣
工
。
平
成
15
年
12
月
、
野
生
の
生

き
も
の
と
ふ
れ
あ
う
学
校
指
定
。

○
学
校
自
慢

　
「
日
本
一
き
れ
い
な
学
校
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
生
徒
が
主
体
的
に
活

動
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｔ
活
動
（
ク
リ
ー
ン
ス
ク

ー
ル
高
篠
）
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

秩父市立吉田中学校○
学
校
教
育
目
標

「
学
力
・
体
力
・
気
力
を
備
え
た
人
間

性
豊
か
な
生
徒
」

・
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
意
欲
的
に
学

習
で
き
る
生
徒

・
相
手
の
立
場
や
気
持
ち
を
思
い
、
協

力
で
き
る
生
徒

・
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
い
生

徒
○
歴　

史

　

昭
和
42
年
４
月
、
旧
吉
田
中
学
校
と

上
吉
田
中
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
新
し

く
吉
田
中
学
校
と
し
て
発
足
。
昭
和
43

年
に
太
田
部
中
学
校
と
統
合
。
平
成
15

年
４
月
、
文
部
科
学
省
よ
り
、
豊
か
な

体
験
活
動
推
進
事
業
の
指
定
を
受
け
る
。

○
学
校
自
慢

　

５
年
前
か
ら
、
吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
全
校
生
徒
が
歯
科
衛
生

士
の
実
技
指
導
を
う
け
、
昨
年
度
は
県

学
校
保
健
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
校
と
な

り
ま
し
た
。



❽

秩父市立荒川中学校○
学
校
教
育
目
標

「
か
し
こ
く
、
粘
り
強
く
、
心
豊
か
な

生
徒
」

○
歴　

史

　

昭
和
22
年
４
月
、
学
制
改
革
に
よ
り

独
立
校
と
し
て
荒
川
青
年
学
校
校
舎
内

に
設
立
。
昭
和
36
年
12
月
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
３
階
建
校
舎
落
成
。
平
成
15

年
12
月
、
特
別
教
室
棟
落
成
。

○
学
校
自
慢

　

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
、
北
海
道
体

験
学
習
派
遣
事
業
、国
庫
補
助
事
業「
の

ば
せ
彩
農
支
援
事
業
」、
県
指
定
無
形

文
化
財
「
白
久
串
人
形
」
等
の
様
々
な

体
験
学
習
を
通
し
て
、「
郷
土
に
学
び
、

郷
土
を
愛
し
、
笑
い
・
感
動
・
夢
の
元

気
な
学
校
」
を
創
造
し
ま
す
。

秩父市立大滝中学校 ○
学
校
教
育
目
標

・
進
ん
で
学
習
す
る
生
徒

・
思
い
や
り
の
あ
る
生
徒

・
健
康
で
た
く
ま
し
い
生
徒

○
歴　

史

　

昭
和
22
年
４
月
、
大
滝
小
学
校
内
に

併
設
校
と
し
て
設
置
。
昭
和
59
年
12
月
、

現
校
舎
竣
工
。
平
成
13
年
10
月
、
第
50

回
全
国
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
・
第
10

回
関
東
甲
信
越
地
区
研
究
大
会
発
表
。

平
成
15
年
10
月
、
文
科
省
・
県
教
委
委

嘱
「
児
童
生
徒
の
心
に
響
く
道
徳
教
育

推
進
事
業
」
研
究
発
表
。

○
学
校
自
慢

　

本
県
唯
一
の
へ
き
地
中
学
校
。
全
校

生
徒
が
郷
土
芸
能
「
三
峯
神
代
神
楽
」

を
学
び
、
ス
イ
ス
・
北
海
道
等
多
く
の

場
で
発
表
し
、
高
い
評
価
を
得
て
き
ま

し
た
。
朝
の
読
書
・
移
動
図
書
館
の
利

用
・
他
校
と
の
交
流
等
、
読
書
活
動
も

盛
ん
で
す
。

平成16年度公文書の公開請求の状況を公表します
　平成16年度における公文書の公開請求の状況を次のとおり公表します。なお、個人情報の開示請求等はあ
りませんでした。
問い合わせ　情報政策課☎22－2204（直通）

平成16年度公文書の公開請求の状況
・旧秩父市分

№ 区　分 公 文 書 の 名 称 ・ 内 容 決定内容 実施機関
（担当課） 公開方法 決定日 請求者区分請求 申出 決定 非公開部分

１ ○ 第６採択地区平成17年度使用小学校教科書の採択結果一覧。平成17年度使用小学校教科書用図書研究結果報
告書。 公開 教育委員会

（学校教育課）写しの交付 H16.９.６ 市内の個人

２ ○ 教科書採択までの議事録。第６採択地区教科用図書採択協議会専門員の名前（10種目５名ずつ）。各教科書
専門委員会の日程。 公開 教育委員会

（学校教育課）写しの交付 H16.10.４ 市外の法人

３ ○ 平成17年度使用小学校教科用図書専門員調査研究報告書のまとめ綴り（社会科、生活科、図工科）。 公開 教育委員会
（学校教育課）写しの交付 H16.10.22 市外の法人

４ ○ 平成16年度に行われた小学校教科用図書の採択に関する議事録・資料（国語科のみ）。 公開 教育委員会
（学校教育課）写しの交付 H16.12.15 市外の法人

５ ○ 市有地購入希望者募集（清瀬市中里４丁目1346番４）に係る土地審議会議事録。 公開 市長
（管財課） 写しの交付 H17.１.13 市外の法人

６ ○
平成16年度第６採択地区教科用図書採択協議会要項。平成16年度第６採択地区教科用図書採択協議会委員名
簿。平成16年度第６採択地区教科用図書採択協議会専門員。平成17年度使用教科書小学校研究結果報告。第
１回・第２回第６採択地区教科用図書採択結果一覧。各専門員教科用図書研究結果とりまとめ書。平成16年
度教科書採択に係る教育委員会会議録。

公開
教育委員会
（教育総務課・
学校教育課）

写しの交付 H17.３.25 市外の法人

・旧吉田町分

№ 区　分 公 文 書 の 名 称 ・ 内 容 決定内容 実施機関
（担当課） 公開方法 決定日 請求者区分請求 申出 決定 非公開部分

１ ○ 教科書採択についての各学校の研究結果（教科書選定のための参考資料） 公開 教育委員会 写しの交付 H16.10.１ 町内の個人
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旧
秩
父
市
で
、
構
造
改
革
特
区
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
「
幼
児
教
育
特

区
」、「
障
害
者
地
域
ケ
ア
特
区
」
お
よ

び
「
臨
時
職
員
の
任
用
期
間
の
延
長
に

よ
る
保
育
の
充
実
特
区
」
の
そ
れ
ぞ
れ

の
特
区
計
画
が
変
更
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
変
更
認
定
に
よ
り
、
特
区
の

範
囲
が
市
内
全
域
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
構
造
改
革
特
区
」
と
は
、
国
が
地

域
を
限
定
し
て
規
制
を
緩
和
し
、
経
済

の
活
性
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
す
る
施

策
で
す
。

　

秩
父
市
で
変
更
認
定
さ
れ
た
特
区
の

概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

幼
稚
園
の
入

園
は
、
満
３
歳

か
ら
小
学
校
就

学
に
達
す
る
ま

で
の
幼
児
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
特
区
に
お

い
て
、
幼
児
が

満
３
歳
に
達
す
る
年
度
の
４
月
か
ら
幼

稚
園
に
入
園
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
２
歳
児
に
集
団
生
活

を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
同
年
齢
間
で

相
互
啓
発
が
行
わ
れ
、
幼
児
の
心
身
の

発
達
が
期
待
で
き
る
と
と
も
に
、
若
い

母
親
が
早
期
に
幼
稚
園
と
関
わ
り
を
持

つ
こ
と
に
よ
り
、
子
育
て
相
談
の
機
会

の
確
保
や
、
母
親
の
育
児
時
間
の
軽
減

が
図
ら
れ
、
女
性
の
社
会
参
加
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
が
活
発
に
な
る
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
は
、
市
内
５
か
所
の
私

立
幼
稚
園
が
、
こ
の
特
例
に
よ
る
入
園

を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
17
年
度
も
引

き
続
き
、
市
内
５
か
所
の
私
立
幼
稚
園

に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
４

月
か
ら
、
秩
父

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
（
桜

木
町
）
を
は
じ

め
、
蒔
田
、
影

森
、
高
篠
の
各

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
特
区
が
適
用
さ
れ
、
知
的

障
が
い
者
と
障
が
い
児
の
方
が
、
既
存

の
指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
17
年
度
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

あ
お
ば
（
小
柱
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　

地
方
公
務
員

法
で
、
市
町
村

の
臨
時
職
員
の

任
用
期
間
は
最

長
１
年
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
16
年

６
月
に
特
区
の

認
定
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
秩
父
市

内
の
公
立
保
育
所
に
お
い
て
任
用
し
て

い
る
臨
時
職
員
に
つ
い
て
、
任
用
期
間

を
最
長
３
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
助
け
あ
い
温
も
り
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層

充
実
し
た
保
育
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

①
教
育
総
務
課

　

☎
25

－

５
２
２
７
（
直
通
）

②
社
会
福
祉
課

　

☎
25

－

５
２
０
４
（
直
通
）

③
こ
ど
も
課

　

☎
25

－

５
２
０
６
（
直
通
）

ン
タ
ー
燦
々
（
吉
田
久
長
）、
荒
川
園

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
荒
川
贄
川
）

の
３
施
設
が
利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、知
的
障
が
い
者
（
児
）

の
日
中
活
動
の
場
が
拡
大
さ
れ
、
地
域

で
の
自
立
し
た
生
活
と
社
会
参
加
が
促

さ
れ
る
と
と
も
に
、
介
護
者
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。

３３
つ
の
構
造
改
革
特
区
計
画
が

つ
の
構
造
改
革
特
区
計
画
が

　

変
更
認
定
さ
れ
ま
し
た

　

変
更
認
定
さ
れ
ま
し
た

1
幼
児
教
育
特
区

2
障
害
者
地
域
ケ
ア
特
区

3
臨
時
職
員
の
任
用
期
間

の
延
長
に
よ
る
保
育
の

充
実
特
区

植
え
の
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
元
町
会
役
員
の
協
力
も
得
て
行
わ

れ
た
「
じ
ゃ
が
い
も
」
の
作
付
け
に
、

参
加
し
た
児
童
も
大
喜
び
で
、
日
野
田

保
育
所
の
児
童
か
ら
は
、
当
日
の
体
験

の
様
子
を
描
い
た
絵
が「
は
た
け
先
生
」

に
お
礼
と
し
て
送
ら
れ
ま
し
た
。

収
穫
も
児
童
を
招
い
て
行
わ
れ
る
予

定
で
、
今
か
ら
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

秩
父
市
農
業
福

祉
会
（
小
石
川
一

儀
会
長
）
で
は
、

市
内
の
保
育
所
の

児
童
に
農
業
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て

も
ら
う
た
め
、
３

月
に
じ
ゃ
が
い
も

じ
ゃ
が
い
も

じ
ゃ
が
い
も

植
え
に
挑
戦

植
え
に
挑
戦
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児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に

寄
与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を

担
う
児
童
の
健
全
な
育
成
お
よ
び
資
質

の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

○
支
給
の
対
象

　

児
童
手
当
等
は
、
９
歳
到
達
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
年
（
１
月
〜
５
月
ま
で

の
月
分
の
手
当
に
つ
い
て
は
前
々
年
）

の
所
得
が
一
定
以
上
の
場
合
に
は
、
所

得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
支
給
額
（
月
額
）

第
一
子　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

第
二
子　
　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

第
三
子
以
降　
　

１
０
，
０
０
０
円

○
手
続
の
方
法

　

出
生
、
転
入
等
に
よ
り
新
た
に
受
給

資
格
が
生
じ
た
場
合
、
児
童
手
当
等
を

受
給
す
る
に
は
、こ
ど
も
課
窓
口
へ「
認

定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

そ
の
際
、
印
鑑
と
通
帳
（
認
定
請
求

者
本
人
名
義
の
も
の
で
、
郵
便
局
を
除

く
秩
父
郡
市
内
の
金
融
機
関
）
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

他
に
必
要
に
応
じ
て
提
出
い
た
だ
く

書
類
が
あ
り
ま
す
。

　

公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
へ
認
定
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
支
払
時
期

　

児
童
手
当
等
は
、
認
定
と
な
っ
た
場

合
、
認
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る
月

の
翌
月
分
か
ら
、
支
給
事
由
の
消
滅
し

た
日
の
属
す
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

手
当
は
原
則
と
し
て
、
毎
年
２

月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月

分
ま
で
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

○
所
得
制
限
限
度
額

　

平
成
17
年
６
月
分
以
降
の
手
当
の
認

定
に
つ
い
て
は
、
下
表
①
の
所
得
制
限

限
度
額
表
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

下
表
②
の
特
例
給
付
に
つ
い
て
は
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
厚
生
年
金
等
に
加

入
し
て
い
る
方
の
限
度
額
で
す
。

○
受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
で

次
に
該
当
す
る
方
は
、
再
度
認
定
請

求
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
ま
だ
認
定
請
求
の
手
続
を
し
て
い
な

い
方

②
以
前
に
認
定
請
求
を
し
て
所
得
超
過

等
で
却
下
と
な
っ
た
方
で
、
右
表
に

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

③
厚
生
年
金
加
入
者（
特
例
給
付
受
給
）

が
会
社
を
退
職
し
た
た
め
受
給
資
格

が
消
滅
し
、
そ
の
後
、
再
び
厚
生
年

金
等
に
加
入
し
、
右
表
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方

○
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る
方
（
受
給

者
）
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
、「
受

給
事
由
消
滅
届
」
を
す
み
や
か
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
時

②
公
務
員
に
な
っ
た
時

③
受
給
者
や
児
童
が
死
亡
し
た
時

④
特
例
給
付
の
受
給
者
が
会
社
を
退
職
し
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
な
く
な
っ
た
時

○
受
給
者
は
現
況
届
の
提
出
を
!

　

現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は

毎
年
６
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
日
、
届
出
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で

各
日
程
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
８
３

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
へ
。

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親族がある者に
ついての限度額（所得額ベース）は、上記の額に当該老人控除対象配偶
者または老人扶養親族1人につき6万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所得額ベース）は、1人に
つき38万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者または老人扶養親族で
あるときは44万円）を加算した額。

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
へ

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

該
当
者
は
５
月
中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

②厚生年金などの加入者の場合、特例
により以下の限度額が適用されます

①平成17年度所得制限限度額
扶養親族等
の数

所得制限限度額
（万円）

0人 301.0
1人 339.0
2人 377.0
3人 415.0
4人 453.0
5人 491.0

扶養親族等
の数

所得制限限度額
（万円）

0人 460.0
1人 498.0
2人 536.0
3人 574.0
4人 612.0
5人 650.0

ご寄附ありがとう
ございました

　次の方々から、旧４市町村へ寄
附をいただきました。温かな善意
に感謝し、ご紹介します。

（平成17年３月）

◎社会福祉事業等のために
▶30日、秩父ロータリークラブ
（稲葉富司代表）からタオル７
箱

◎スポーツ振興のために
▶25日、秩父ナイターリーグ（須
田博会長）からコートブラシ４
本

◎社会貢献事業のために
▶22日、秩父法人会奥秩父支部
（吉田廣文支部長）から木製ベ
ンチ８台

　

新
た
に
対
象
と
な
る
方
は
、

５
月
中
に
窓
口
へ
「
認
定
請
求

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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と　

き　

６
月
12
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

抽
選
…
市
民
会
館
４
階
長
尾
根

申
請
…
市
民
会
館
３
階
第
１
会
議
室

利
用
料
金
（
１
泊
）

　

コ
テ
ー
ジ
４
人
用
（
10
棟
）

　
　
　
　
　
　
　
　

８
，
０
０
０
円

　

コ
テ
ー
ジ
８
人
用
（
１
棟
）

　
　
　
　
　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

　

テ
ン
ト
（
３
張
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

　

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
（
１
台
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
５
０
０
円

※
料
金
は
申
請
時
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

抽
選
方
法

①
利
用
希
望
者
に
、
午
前
９
時
か
ら
９

時
30
分
の
間
、
市
民
会
館
入
口
で
番

号
札
を
配
布
し
ま
す
。（
９
時
以
前

に
並
ぶ
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
９
時

30
分
以
降
に
お
越
し
の
方
に
は
抽
選

が
終
わ
る
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
き
、

そ
の
後
受
け
付
け
ま
す
。）

※
番
号
札
の
配
布
は
、
１
家
族
ま
た
は

１
グ
ル
ー
プ
１
枚
と
し
ま
す
。

②
番
号
札
を
受
け
取
っ
た
方
は
、
４
階

の
抽
選
会
場
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
９
時
40
分

　

か
ら
市
職

　

員
が
抽
選

　

を
行
い
ま

　

す
。

④
抽
選
に
よ

　

り
受
付
順

　

が
決
ま
っ

　

た
方
か
ら
、

　

３
階
第
１

　

会
議
室
に

　

お
い
て
受

け
付
け
ま
す
。

※
受
付
の
順
番
を
決
め
る
の
み
で
、
抽

選
に
「
当
た
り
」「
は
ず
れ
」
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他

○
７
月
・
８
月
中
は
、
多
数
の
宿
泊
希

望
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
１
回

２
泊
を
限
度
と
し
、
１
棟
の
受
付
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
請
書
に
は
宿
泊
者
全
員
の
名
前
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
方
は
、
市
内
在
住
ま
た

は
市
内
へ
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
い
る

方
に
限
り
ま
す
。（
市
内
へ
通
勤
・

通
学
の
方
は
証
明
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０
（
直
通
）

秩
父
市
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

７７
月
・
月
・
８８
月
利
用
受
付
の
ご
案
内

月
利
用
受
付
の
ご
案
内

　

羊
山
公
園
の
芝
桜
は
、
昨
年
の
除
草

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
、
今
年
も
美
し
く
咲
き
揃
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
４
月
８
日
か
ら
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
午
前
７
時
か
ら
９
時
ま
で
の
２
時

間
雑
草
の
除
去
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
10
月
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

に
作
業
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
参
加
し
て
み
た
い
と
思
う

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

　

☎
25

－

５
２
１
７
（
直
通
）

早朝からのボランティア活動
ありがとうございます！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
り

芝
桜
の
除
草
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

芝
桜
の
除
草
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

平日夜間窓口 日曜日窓口 休 日 窓 口

５月12日、26日
６月９日 ５月29日 ５月29日を除く土・日

17時15分
～19時15分

８時30分
～17時15分 ８時30分～17時15分

市民課・保険年金課・
こども課・収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

① 戸籍の届書の預かり
② 戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
　 証明、所得課税証明などの発行
③ 転入、転出届等の事務
④ 納税と納税相談の受付
 　　　　　･･････などの通常業務

① 戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑証
明や所得課税証明など
税証明の発行

③ 市への納入金預かり
④ 死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行いま
せん。

日 月 火 水 木 金 土

5/1０ 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 6/1 ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
所
有

者
は
、
そ
の
犬
の
登
録
と
毎
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

新
規
の
場
合

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
養
し
て
い

る
方
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
行
い
、
鑑
札
と
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費　

用　

一
頭
に
つ
き
６
，
３
０
０
円

（
内
訳
：
登
録
手
数
料
３
，
０
０
０
円
、

注
射
料
２
，
７
５
０
円
・
注
射
済
票
交

付
手
数
料
５
５
０
円
）

継
続
の
場
合

費　

用　

一
頭
に
つ
き
３
，
３
０
０
円

（
内
訳
：
注
射
料
２
，
７
５
０
円
・
注

５
月
12
日
㈭
〜
31
日
㈫

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

実
施
実
施
し
ま
す

し
ま
す

射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０
円
）

○
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
第
２
条
に
規

定
さ
れ
て
い
る
犬
を
所
有
し
て
い
る

方
は
、
受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
住
所
変
更
等

は
、
生
活
衛
生
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
支
援
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
会
場
で
は
、
飼
養
放
棄
す
る
犬
の

引
き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん
。
引
き
取

り
を
希
望
す
る
場
合
は
秩
父
保
健
所

（
☎
22

－

３
８
２
４
）
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

吉
田
☎
72

－

６
０
８
１
（
直
通
）

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３
（
直
通
）

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５
（
直
通
）

　

最
近
犬
や
猫
の
飼
い
方
等
に
よ
る
苦

情
・
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
な
い

・
犬
、
猫
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

な
ど
、
一
部
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
飼
い
主

の
た
め
に
、
住
民
や
正
し
く
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
い
る
人
た
ち
が
、
た
い
へ
ん
迷

惑
を
し
て
い
ま
す
。

○
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る
人
、

　

こ
れ
か
ら
飼
お
う
と
し
て
い
る
人
へ

　

飼
い
主
は
、
ペ
ッ
ト
を
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
育
て
、
最
後
ま
で
飼
い
続
け

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
お
う
と
す
る
人
は
、
次

の
こ
と
を
守
り
、
よ
く
考
え
て
か
ら
飼

い
ま
し
ょ
う
。

・
家
族
の
理
解
と
協
力
を
得
て
か
ら
飼

い
ま
し
ょ
う
。

・
近
所
や
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
終
生
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
捨
て
な
い
・
い
じ
め
な
い
！

　

動
物
を
捨
て
る
、
み
だ
り
に
傷
つ
け

る
、
殺
す
と
い
っ
た
行
為
は
犯
罪
に
な

り
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
」
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

条
文
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

・
愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
、
又
は

傷
つ
け
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
法
第
27
条
）

・
愛
護
動
物
に
対
し
、
み
だ
り
に
給

餌
又
は
給
水
を
や
め
る
こ
と
に
よ
り

衰
弱
さ
せ
る
等
の
虐
待
を
行
っ
た
者

は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。（
法
第
27
条
第
２
項
）

・
愛
護
動
物
を
遺
棄
し
た
者
は
、
三
十

万
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。（
法
第

27
条
第
３
項
）

　

不
幸
な
動
物
を
な
く
し
、
人
も
動
物

も
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２
（
直
通
）

平成17年度犬の登録と狂犬病予防注射日程・会場一覧
○旧秩父市管内会場（雨天決行）
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月12日 木 浦 山 公 民 館 10:00～11:00
久 那 公 民 館 13:00～14:30

5月13日 金 影 森 公 民 館 10:00～12:00
旭 町 公 会 堂 13:30～15:00

5月16日 月 小柱農村集落センター 10:00～11:00
大 田 公 民 館 12:30～14:00

5月18日 水 尾 田 蒔 公 民 館 10:00～11:30
中 蒔 田 椋 神 社 13:00～14:30

5月19日 木 高 篠 公 民 館 10:00～12:00
高 篠 恒 持 神 社 13:30～15:00

5月23日 月 中宮地町公会堂 10:00～11:30
中 村 町 公 会 堂 13:00～14:30

5月30日 月

宮 崎 公 会 堂 10:00～11:30
原谷グラウンド
（文化体育センターとなり） 13:00～14:30

下黒谷運動広場駐車場
（㈱西武リースの裏） 15:00～16:00

5月31日 火 秩父保健センター 10:00～12:00
秩 父 公 園 13:30～15:30

○旧大滝村管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月17日
（第1班） 火

吉田和平様宅横 10:00～10:20
山中　保様宅上 10:40～10:50
大輪コミュニティセンター 11:00～11:10
神岡消防器具庫前 11:20～11:30
大 滝 総 合 支 所 11:40～11:55
山中秀人様宅前 13:00～13:10
磯田善代様宅前 13:15～13:25
小 双 里 公 会 堂 13:30～13:40
山口喜三様宅入口 14:00～14:10
中津川消防器具庫前 14:20～14:40
㈱ニッチツ社宅前 15:00～15:10

5月17日
（第2班） 火

大久保区集会場 10:30～10:40
県営二瀬駐車場 10:50～11:00
柳田位子様宅前 11:20～11:30
大木消防器具庫前 11:40～11:50
大 島 屋 前 12:00～12:10
麻生区集会所前 13:20～13:30
山中行栄様宅前 13:40～13:50
栃 本 会 館 前 14:00～14:10
旅館扇家山荘前 14:20～14:30○旧吉田町管内会場

月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月24日 火

上の原集落センター庭 10:00～10:50
井上農村集落センター 11:10～12:00
仲 橋 下 河 原 13:30～14:20
阿熊集落センター庭 14:40～15:00
久長農村集落センター庭 15:20～15:40

5月25日 水

上吉田生活改善センター庭 10:00～10:40
塚越区集会所前駐車場 11:00～11:40
太田部公民館庭 14:00～14:20
石間生活改善センター庭 15:00～15:20

○旧荒川村管内会場
月　日 曜日 会　　　場 時　　間

5月20日 金

秩父消防署荒川大滝分署裏 9:30～10:00
大 房 　 仁 様 宅
前（白久・中野） 10:30～11:00

荒 川 公 民 館 12:30～13:00
荒川総合支所西側駐車場 13:30～14:10
上石原区集会場 14:40～15:10

★期間中はどの会場でも受けられます。
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３
月

　

３
月
2525
日
、
歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー

日
、
歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
秩
父
市
終
決
式
を
行
い

ル
に
お
い
て
、
秩
父
市
終
決
式
を
行
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
関
係
者
や
住
民
の
代
表

　

会
場
に
は
、
関
係
者
や
住
民
の
代
表

約
３
２
０
人
が
参
列
し
、
秩
父
市
の
終

約
３
２
０
人
が
参
列
し
、
秩
父
市
の
終

決
を
見
届
け
、

決
を
見
届
け
、
5555
年
の
歴
史
に
思
い
を

年
の
歴
史
に
思
い
を

は
せ
ま
し
た
。

は
せ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
栗
原
市
長
が
「
４
市
町

　

式
典
で
は
、
栗
原
市
長
が
「
４
市
町

村
が
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
、
住
民
が

村
が
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
、
住
民
が

満
足
で
き
る
よ
う
、
助
け
あ
い
温
も
り

満
足
で
き
る
よ
う
、
助
け
あ
い
温
も
り

の
ま
ち
づ
く
り
を
、
新
市
に
引
き
継
い

の
ま
ち
づ
く
り
を
、
新
市
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
猪
野

で
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。
猪
野

吉
田
町
長
、
山
口
大
滝
村
長
、
宮
﨑
荒

吉
田
町
長
、
山
口
大
滝
村
長
、
宮
﨑
荒

川
村
長
か
ら
も
、「
秩
父
は
ひ
と
つ
」

川
村
長
か
ら
も
、「
秩
父
は
ひ
と
つ
」

と
歩
調
を
合
わ
せ
、
新
市
に
向
け
て
力

と
歩
調
を
合
わ
せ
、
新
市
に
向
け
て
力

強
い
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

強
い
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
記
念
行
事
と
し
て
秩
父
市

　

続
い
て
、
記
念
行
事
と
し
て
秩
父
市

のの
5555
年
の
あ
ゆ
み
を
約

年
の
あ
ゆ
み
を
約
1515
分
に
ま
と
め

分
に
ま
と
め

た
映
像
を
上
映
。
な
つ
か
し
い
映
像
に
、

た
映
像
を
上
映
。
な
つ
か
し
い
映
像
に
、

参
列
者
そ
れ
ぞ
れ
が
か
つ
て
の
秩
父
を

参
列
者
そ
れ
ぞ
れ
が
か
つ
て
の
秩
父
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
秩
父
高
校

振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
秩
父
高
校

音
楽
部
に
よ
り
、
秩
父
市
生
ま
れ
の
卒

音
楽
部
に
よ
り
、
秩
父
市
生
ま
れ
の
卒

業
式
ソ
ン
グ
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を
合

業
式
ソ
ン
グ
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を
合

唱
し
て
い
た
だ
き
、
秩
父
市
の
新
た
な

唱
し
て
い
た
だ
き
、
秩
父
市
の
新
た
な

旅
立
ち
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

旅
立
ち
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
５
代
秩
父
市
長
で
名

　

最
後
に
、
第
５
代
秩
父
市
長
で
名

誉
市
民
の
内
田
全
一
氏
と
、
秩
父
市
市

誉
市
民
の
内
田
全
一
氏
と
、
秩
父
市
市

制
施
行
日
の
昭
和

制
施
行
日
の
昭
和
2525
年
４
月
１
日
生
ま

年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
中
畝
香
代
子
氏
（
寺
尾
）
が
登
壇

れ
の
中
畝
香
代
子
氏
（
寺
尾
）
が
登
壇

し
、
二
人
そ
ろ
っ
て
「
秩
父
市
終
決
の

し
、
二
人
そ
ろ
っ
て
「
秩
父
市
終
決
の

ベ
ル
」
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
し
た
。

ベ
ル
」
に
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
ベ
ル
は
、

こ
の
ベ
ル
は
、
5555
年
の
歴
史
に
ち
な
ん

年
の
歴
史
に
ち
な
ん

でで
5555
秒
間
鳴
ら
さ
れ
、
参
列
者
は
目
を

秒
間
鳴
ら
さ
れ
、
参
列
者
は
目
を

閉
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
秩
父
市
と
今
後

閉
じ
て
、
こ
れ
ま
で
の
秩
父
市
と
今
後

の
新
し
い
秩
父
市
へ
、
様
々
な
思
い
を

の
新
し
い
秩
父
市
へ
、
様
々
な
思
い
を

は
せ
ま
し
た
。

は
せ
ま
し
た
。

３
月
３
月
1313
日
、
吉
田
町
役
場
前
庭
と
取

日
、
吉
田
町
役
場
前
庭
と
取

方
総
合
運
動
公
園
体
育
館
を
会
場
に
、

方
総
合
運
動
公
園
体
育
館
を
会
場
に
、

吉
田
町
閉
町
記
念
碑
除
幕
式
と
吉
田
町

吉
田
町
閉
町
記
念
碑
除
幕
式
と
吉
田
町

閉
町
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
町
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
ら
約
４
０
０
人
が
、

町
民
ら
約
４
０
０
人
が
、
4848
年
に
お

年
に
お

よ
ぶ
町
の
歴
史
に
別
れ
を
告
げ
、
新
市

よ
ぶ
町
の
歴
史
に
別
れ
を
告
げ
、
新
市

の
船
出
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

の
船
出
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

第第
11
部
の
除
幕
式
に
は
、
埼
玉
県
知

部
の
除
幕
式
に
は
、
埼
玉
県
知

事
（
代
理
）
や
町
関
係
者
な
ど
約

事
（
代
理
）
や
町
関
係
者
な
ど
約
9090
人人

が
出
席
し
ま
し
た
。

が
出
席
し
ま
し
た
。

町
長
ら
の
手
に
よ
り
、
町
の
歩
み
が

町
長
ら
の
手
に
よ
り
、
町
の
歩
み
が

刻
ま
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
る

刻
ま
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
る

と
た
く
さ
ん
の
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

と
た
く
さ
ん
の
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

音
と
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

音
と
拍
手
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。

第
２
部
の
式
典
に
は
、
地
元
選
出
の

第
２
部
の
式
典
に
は
、
地
元
選
出
の

国
、
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
町
内
各
種

国
、
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
町
内
各
種

団
体
代
表
者
な
ど
約
３
５
０
人
が
出
席

団
体
代
表
者
な
ど
約
３
５
０
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

猪
野
町
長
は

猪
野
町
長
は

「
合
併
し
て
も
、

「
合
併
し
て
も
、

地
域
の
発
展
は

地
域
の
発
展
は

そ
の
地
域
に
住

そ
の
地
域
に
住

む
人
た
ち
が
協

む
人
た
ち
が
協

働
し
て
進
め
て

働
し
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ

い
く
必
要
が
あ

る
。
吉
田
地
域

る
。
吉
田
地
域

が
さ
ら
に
発
展

が
さ
ら
に
発
展

す
る
よ
う
、
皆

す
る
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力

さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た

を
お
願
い
し
た

い
。」
と
式
辞

い
。」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、

式
典
で
は
、

小
中
学
生
を
は
じ
め
吉
田
町
が
誕
生
し

小
中
学
生
を
は
じ
め
吉
田
町
が
誕
生
し

た
昭
和

た
昭
和
3131
年
生
ま
れ
の
方
に
よ
る
町
民

年
生
ま
れ
の
方
に
よ
る
町
民

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
団
体
企
業
を
含
む
町
の
振
興
発

の
後
、
団
体
企
業
を
含
む
町
の
振
興
発

展
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

展
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
2020
人
が
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に
は
、

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
吉
田
郷
土
会

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
吉
田
郷
土
会

に
よ
る
秩
父
屋
台
囃
子
の
太
鼓
演
奏
が

に
よ
る
秩
父
屋
台
囃
子
の
太
鼓
演
奏
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

力
強
く
響
き
渡
る
太
鼓
の
音
を
、
出

力
強
く
響
き
渡
る
太
鼓
の
音
を
、
出

席
者
た
ち
は
町
の
思
い
出
を
振
り
返
り

席
者
た
ち
は
町
の
思
い
出
を
振
り
返
り

な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
出
席
者
に
は
吉
田
町
閉
町
記

な
お
、
出
席
者
に
は
吉
田
町
閉
町
記

念
誌
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
後
日
吉
田

念
誌
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
後
日
吉
田

町
の
全
世
帯
に
も
同
様
の
も
の
が
送
ら

町
の
全
世
帯
に
も
同
様
の
も
の
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

秩
父
市
終
決
式

吉
田
町
閉
町
式

17年３月現在のものですのでご了承ください。
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３
月

　

３
月
2727
日
、
明
治

日
、
明
治
2222
年
以
来
、
１
１

年
以
来
、
１
１

６
年
続
い
た
大
滝
村
の
歴
史
を
閉
じ
る

６
年
続
い
た
大
滝
村
の
歴
史
を
閉
じ
る

「
大
滝
村
閉
村
式
」
が
村
民
体
育
館
を

「
大
滝
村
閉
村
式
」
が
村
民
体
育
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
庁
舎
前
に
建
て
ら
れ
た
「
閉
村

　

役
場
庁
舎
前
に
建
て
ら
れ
た
「
閉
村

の
碑
」
の
除
幕
に
続
い
て
行
わ
れ
た
式

の
碑
」
の
除
幕
に
続
い
て
行
わ
れ
た
式

典
に
は
、
県
知
事
代
理
を
は
じ
め
国
・

典
に
は
、
県
知
事
代
理
を
は
じ
め
国
・

県県
議議
会
議
員
ほ
か
多
数
の
来
賓
、
滝
沢

会
議
員
ほ
か
多
数
の
来
賓
、
滝
沢

ダ
ム
移
転
者
、
村
民
等
総
勢
約
５
０
０

ダ
ム
移
転
者
、
村
民
等
総
勢
約
５
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
口
村
長
の
式
辞
に
続

　

式
典
で
は
、
山
口
村
長
の
式
辞
に
続

い
て
合
併
経
過
報
告
、
村
か
ら
の
表
彰

い
て
合
併
経
過
報
告
、
村
か
ら
の
表
彰

状
・
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
続
い

状
・
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
続
い

て
小
学
生
、
中
学
生
、
婦
人
会
、
老
人

て
小
学
生
、
中
学
生
、
婦
人
会
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
代
表
者
４
人
に
よ
る
大
滝
村

ク
ラ
ブ
の
代
表
者
４
人
に
よ
る
大
滝
村

に
寄
せ
る
思
い
を
綴
っ
た
作
文
の
朗
読

に
寄
せ
る
思
い
を
綴
っ
た
作
文
の
朗
読

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
婦

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
婦

人
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
大
滝
村
歌
に
合
わ

人
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
大
滝
村
歌
に
合
わ

せ
て
の
村
旗
降
納
が
あ
り
、
参
加
者
全

せ
て
の
村
旗
降
納
が
あ
り
、
参
加
者
全

員
が
感
無
量
で
降
ろ
さ
れ
る
村
旗
に
注

員
が
感
無
量
で
降
ろ
さ
れ
る
村
旗
に
注

目
し
て
い
ま
し
た
。

目
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
開
始
前
の
時
間
を

　

そ
の
後
、
懇
親
会
開
始
前
の
時
間
を

利
用
し
て
も
ち
つ
き
会
が
行
わ
れ
、
つ

利
用
し
て
も
ち
つ
き
会
が
行
わ
れ
、
つ

き
立
て
の
も
ち
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
り
、

き
立
て
の
も
ち
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
り
、

懇
親
会
で
は
、
乾
杯
に
続
き
、
大
滝
ゆ

懇
親
会
で
は
、
乾
杯
に
続
き
、
大
滝
ゆ

か
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
披
露
さ

か
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
消
防
音
楽

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
消
防
音
楽

隊
に
よ
る
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

隊
に
よ
る
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
層
が
楽
し
め
る
演
奏
や

で
幅
広
い
層
が
楽
し
め
る
演
奏
や

大
滝
中
学
２
年
生
に
よ
る
伝
統
芸

大
滝
中
学
２
年
生
に
よ
る
伝
統
芸

能
の
三
峰
神
代
神
楽
「
千
之
理
の

能
の
三
峰
神
代
神
楽
「
千
之
理
の

座
」、
婦
人
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
に

座
」、
婦
人
コ
ー
ラ
ス
ク
ラ
ブ
に

よ
る
「
ふ
る
さ
と
」「
大
滝
村
歌
」

よ
る
「
ふ
る
さ
と
」「
大
滝
村
歌
」

の
合
唱
、
最
後
に
大
輪
ば
か
ば
や

の
合
唱
、
最
後
に
大
輪
ば
か
ば
や

し
保
存
会
に
よ
る
「
秩
父
屋
台
囃

し
保
存
会
に
よ
る
「
秩
父
屋
台
囃

子
」
が
披
露
さ
れ
、
和
や
か
な
雰

子
」
が
披
露
さ
れ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
の
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

囲
気
で
の
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
３
月
2020
日
、
荒
川
村
農
村
環
境
改
善

日
、
荒
川
村
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
荒
川
村
閉
村
式

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
で
荒
川
村
閉
村
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
地
元

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は
地
元

選
出
の
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
近

選
出
の
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
近

隣
の
市
町
村
長
、
村
民
を
は
じ
め
関
係

隣
の
市
町
村
長
、
村
民
を
は
じ
め
関
係

機
関
の
方
々
約
２
５
０
人
が
出
席
さ
れ

機
関
の
方
々
約
２
５
０
人
が
出
席
さ
れ

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
コ
ー
ラ
ス
荒
川

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
コ
ー
ラ
ス
荒
川

の
み
な
さ
ん
に
残
し
た
い
歌
伝
え
た
い

の
み
な
さ
ん
に
残
し
た
い
歌
伝
え
た
い

歌
と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
」「
旅
立
ち
の
日

歌
と
し
て
、「
ふ
る
さ
と
」「
旅
立
ち
の
日

に
」「
ふ
る
里
荒
川
」
を
熱
唱
し
て
い

に
」「
ふ
る
里
荒
川
」
を
熱
唱
し
て
い

た
だ
き
、
会
場
の
み
な
さ
ん
は
素
敵
な

た
だ
き
、
会
場
の
み
な
さ
ん
は
素
敵
な

歌
詞
と
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

歌
詞
と
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

式
辞
で
宮
﨑
村
長
は
、「
住
民
が
合

式
辞
で
宮
﨑
村
長
は
、「
住
民
が
合

併
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う

併
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
て
い
く

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
、
新
秩
父
市
民
が
一
体
と
な
り
助
け

て
、
新
秩
父
市
民
が
一
体
と
な
り
助
け

あ
い
温
も
り
の
ま
ち
ち
ち
ぶ
を
つ
く
る

あ
い
温
も
り
の
ま
ち
ち
ち
ぶ
を
つ
く
る

た
め
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

た
め
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
。」
と
述
べ
、
嶌
田
議
長
は
「
荒
川

す
。」
と
述
べ
、
嶌
田
議
長
は
「
荒
川

村
が
消
滅
す
る
の
は
、
大
変
寂
し
く
惜

村
が
消
滅
す
る
の
は
、
大
変
寂
し
く
惜

し
い
気
持
も
い
た
し
ま
す
が
、
サ
ー
ビ

し
い
気
持
も
い
た
し
ま
す
が
、
サ
ー
ビ

ス
の
行
き
届
い
た
す
ば
ら
し
い
新
市
に

ス
の
行
き
届
い
た
す
ば
ら
し
い
新
市
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
挨

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。

拶
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
荒
川
村
名
誉
村
民
第
二
号
と

ま
た
、
荒
川
村
名
誉
村
民
第
二
号
と

し
て
井
上
巧
雄
氏
を
は
じ
め
、
多
年
に

し
て
井
上
巧
雄
氏
を
は
じ
め
、
多
年
に

わ
た
り
各
方
面
で
荒
川
村
の
発
展
に
貢

わ
た
り
各
方
面
で
荒
川
村
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
状
・
感
謝
状

献
さ
れ
た
方
々
へ
の
表
彰
状
・
感
謝
状

の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
の
中
で
は
、
合
併
す
る
秩

来
賓
祝
辞
の
中
で
は
、
合
併
す
る
秩

父
市
・
吉
田
町
・
大
滝
村
の
各
長
か
ら

父
市
・
吉
田
町
・
大
滝
村
の
各
長
か
ら

閉
村
す
る
村
の
想
い
と
、
合
併
に
向
け

閉
村
す
る
村
の
想
い
と
、
合
併
に
向
け

て
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
村
長
と
議
長
に
よ
り
村
旗

最
後
に
、
村
長
と
議
長
に
よ
り
村
旗

降
納
が
行
わ
れ
、

降
納
が
行
わ
れ
、
6262
年
続
い
た
荒
川
村

年
続
い
た
荒
川
村

に
幕
が
降
ろ
さ
れ
、
式
典
は
し
め
や
か

に
幕
が
降
ろ
さ
れ
、
式
典
は
し
め
や
か

に
終
了
し
ま
し
た
。

に
終
了
し
ま
し
た
。

大
滝
村
閉
村
式

荒
川
村
閉
村
式

※市町村名、会場名、役職名等は、すべて平成
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●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【健康相談】
　こころの健康相談
　６月９日㈭13：30～15：00
（受付）
＊予約制

●【地区健康相談】

内　容　医師による血圧測定・相談、体内脂肪測定、
尿検査、保健師・栄養士の相談、みそ汁の塩分測定
（希望者）、健康食の試食
●【肥満予防教室】

対　象　市内の40歳以上の方
定　員　各30人（先着順）
※電話で秩父保健センターへ、５月20日㈮からお申
し込みください。
※３日目の運動実習｢水中ウォーク｣については、各
自で水着をご用意ください。
●【予防接種】（集団）

※正午から整理番号札を発行します。
※三種混合予防接種は、対象年齢が満６か月から、
満３か月に変更になりました。
※ＢＣＧは、対象年齢が満３か月～４歳未満から、
満３か月～６か月未満に変更になりました。

※駐車スペースに限りがありますので、できるだけ乗り合わせでお越しください。

月　日 時　　間 内　　　　容 講　師
３
日
目
６月10日㈮ 13：00～15：00 運動実習｢水中ウォーク｣ 秩父市水泳

連盟指導員
４
日
目
６月30日㈭ 13：30～15：30 運動実習

｢ウォーキング・３Ｂ体操｣
日本３Ｂ体操
協会指導士

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象
三種混合 ６月24日㈮ 13：15～14：30 満３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ ５月26日㈭・６月
２日㈭ 13：15～14：30 満３か月～６か月未満

ポ リ オ ５月23日㈪ 13：15～14：30 満３か月～７歳６か月未満

吉田保健センター会場吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、やまなみ会館）

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

６月14日㈫ 13：15～14：00 乳 児（ ４ か 月 児・
10 か 月 児 ） 健 診

平成17年１・２月生まれ
平成16年７・８月生まれ

●【育児相談・健康相談】
　６月７日㈫
　13：00～15：00
　大滝総合支所内
●【親子ふれあい教室】
１歳６か月を過ぎたお
子さんと保護者

　５月19日㈭、６月６日
㈪10：30～11：30
　大滝幼稚園
●【機能訓練会参加者募集】
対　象　40歳以上で機能訓練が必要な方
ところ　大滝老人福祉センター
内　容　保健師や理学療法士と一緒に、レクリエー
ションや個別訓練をしています。
※大滝保健センターに申込み
※詳しくは、健康カレンダーをご覧ください。

大滝保健センターからのお知らせ大滝保健センターからのお知らせ

荒川保健センター会場荒川保健センター会場（【転倒予防教室】は、荒川公民館）

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【健康相談】一般市民
　５月24日㈫
　13：30～15：00
●【転倒予防教室】　40歳以上の方
　６月10日㈮13：30～15：30　荒川公民館
※健康手帳・屋内用運動靴を持参

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

５月25日㈬ 13：15～14：00 乳 児（ ４ か 月 児・
10 か 月 児 ） 健 診

平成16年12月・
平成17年１月生まれ
平成16年６・
　　　　７月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
５月16日㈪
６月６日㈪ 10：00～11：00 育 児 相 談

身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児

※ご持参ください　●〔乳幼児健診〕母子健康手帳、健診アンケート（会場にも用意してあります。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　３歳児健診時には、採取した尿、歯ブラシもご持参ください。
　　　　　　　　　●〔育 児 相 談〕母子健康手帳
　　　　　　　　　●〔健康相談・地区健康相談〕健康手帳

月　日 受付時間 会　　場
５月25日㈬

13：30～14：30

高篠公民館
６月14日㈫ 原谷公民館
６月17日㈮ 影森公民館
６月21日㈫ 久那公民館

※５月16日㈪までに、吉田保健センターへ申込み
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　６月９日㈭13：30～15：30　やまなみ会館
※吉田保健センターへ申込み
●【基本健康診査】40歳以上の方
　５月18日㈬・25日㈬・31日㈫・６月１日㈬・２日
㈭・７日㈫・８日㈬12：30～13：30（受付）
※検診料1,000円、健康手帳を持参
※直接吉田保健センターへお越しください。

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

６月１日㈬ 10：00～11：00 育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定 乳　　幼　　児
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●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【両親学級（妊娠前期）】
　妊娠４か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。
●【両親学級（妊娠後期）】
　妊娠７か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。

●【言語リハビリ教室参加者募集】
対　象　脳卒中後遺症などで言葉が話しにくい・発
声しにくい等の方とその家族
内　容　言語聴覚士の指導で、ことばによるコミュ
ニケーションがとれるよう、多くの方とふれあいを
持ちながら楽しく訓練をします。　
※各保健センターに申込み
※詳しくは、健康カレンダーをご覧ください。
●【予防接種】（個別）
　事前に委託医療機関に予約が
必要です。（委託医療機関名は
健康カレンダーでご確認くださ
い。）
◎三種混合　満３か月～７歳６
か月未満
　原則は集団予防接種ですが、
委託医療機関でも受けられます。
　接種回数　４回
　（３～８週の間隔で３回接種後、１年～１年６か
月の間に１回）
◎麻しん・風しん　満１歳～７歳６か月未満
　接種回数　各１回　
◎幼児日本脳炎　満３歳～７歳６か月未満
　接種回数　３回
　（１～４週の間隔で２回接種後、約１年後１回）
●【ゆりかご支援事業（不妊治療費の助成）】
対　象　市内に１年以上住民登録をしている方で、
現在不妊治療をしている方
助成金　①不妊治療に要した医療保険適用外の医療

費の２分の１の助成とし、５万円を限度
とします。

　　　　②その年度中（４月～翌年３月）に１回、
生涯２回まで申請できます。
（すでに２回受けた方は対象となりませ
ん。）　

※各保健センターに申請します。（申請書は各保健
センターにあります。）

秩父保健センター会場秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
６月９日㈭ 13：00～14：00 ３ 歳 児 健 診 平成14年２月生まれ
６月15日㈬ 13：00～14：00 乳児（10か月児）健診 平成16年８月生まれ
６月16日㈭ 13：00～14：00 乳児（４か月児）健診 平成17年１月生まれ
６月28日㈫ 13：00～14：00 １歳６か月児健診 平成15年11月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

６月２日㈭ ９：30 ～ 10：30
育 児 相 談
身 長・ 体 重 測 定
赤 ち ゃ ん 体 操

乳　　幼　　児

月　日 時　間 内容（テーマ）
１
日
目
５月27日
㈮

９：30～12：00
（受付：９：15～）

・「妊娠中の過ごし方」
・「ママの栄養と食事」

２
日
目
５月31日
㈫

13：30～16：00
（受付：13：15～）

・歯科保健･歯科健診
・ブラッシング指導
・妊婦体操

月　日 時　　間 内　容（テーマ）
１
日
目

５月22日㈰

13：30～16：00
（受付：13：15～）

・「赤ちゃんが生まれたら」
・「赤ちゃんのお風呂」（沐浴実習）６月19日㈰

２
日
目

５月25日㈬ ・「安心して赤ちゃんを迎えるために」（お産の準備、
呼吸法･補助動作の実習、産後の保健）
・母子保健サービスについて６月27日㈪

※平成17年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年
間大切に保管してください。

●【生活習慣病予防検診（人間ドックの助成）】
対　象　①満35歳以上の方で、市内に住所があり６

か月以上居住している方
　　　　②市税を完納している世帯に属する方
　　　　　※人間ドックの助成制度がある保険に加

入の方は、補助対象になりません。
　　　　　　保険組合の担当者に確認してください。

（国民健康保険に加入している方は、
国民健康保険担当窓口へ申請します。）

補助額　25,000円　
　　　　※補助額を差し引いた額を病院の窓口でお

支払いください。
個人負担分は、10,000円～20,000円程度、
病院と検診内容により金額は異なります。

契約医療機関　小鹿野中央病院、秩父病院、秩父生協病院、
秩父第一病院、皆野病院、藤間病院、鬼石町病院
申込み　通年（４月１日～平成18年３月31日）各保
健センターへ
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開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
５
月
10
日
〜
６
月
30
日
の
休
館
日

10 火 秩 21 土 大
11 水 22 日 大
12 木 23 月 秩・荒・吉
13 金 24 火
14 土 大 25 水
15 日 大 26 木
16 月 秩・荒・吉 27 金
17 火 28 土 大
18 水 29 日 大
19 木 30 月 秩・荒・吉
20 金 31 火 秩

【
登
録
】

  

図
書
館
の
本
等
を
借
り
た
り
、
施
設

を
利
用
す
る
に
は
『
図
書
館
利
用
カ
ー

ド
』
が
必
要
で
す
。
カ
ー
ド
の
発
行
が

で
き
る
の
は
、
秩
父
郡
市
内
に
在
住
の

方
、
秩
父
市
内
に
通
勤
・
通
学
さ
れ
て

い
る
方
で
す
。
利
用
登
録
の
際
は
、
利

用
申
込
書
に
記
入
し
、
身
分
証
明
書
を

添
え
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。
即
時
発
行
し
ま
す
。

【
貸
出
】

  

借
り
た
い
本
等
と
『
図
書
館
利
用
カ

ー
ド
』
を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
貸
出
点
数
・
期
間
は
い
ず
れ
４
館
で

統
一
さ
れ
ま
す
が
、
当
面
は
そ
れ
ぞ

れ
の
図
書
館
で
現
行
の
ま
ま
貸
出
し

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
館
に
お
問

１ 水 16 木
２ 木 17 金
３ 金 18 土 大
４ 土 大 19 日 大
５ 日 大 20 月 秩・荒・吉
６ 月 秩・荒・吉 21 火
７ 火 22 水
８ 水 23 木
９ 木 24 金
10 金 25 土 大
11 土 大 26 日 大
12 日 大 27 月 秩・荒・吉
13 月 秩・荒・吉 28 火
14 火 29 水
15 水 30 木 秩

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
返
却
】

  

本
等
だ
け
を
最
寄
り
の
図
書
館
の
カ

ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
秩
父

図
書
館
・
荒
川
図
書
館
に
お
い
て
は
、

休
館
日
・
夜
間
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に
お

返
し
く
だ
さ
い
。

◇
催
し
物
の
お
知
ら
せ

〈
秩
父
図
書
館
〉

●
お
は
な
し
会
（
入
場
は
無
料
で
す
）

　

５
月
14
・
28
日
、
６
月
11
・
25
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
０
４
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　
『
日
本
映
画
史
前
・
後
編
』

　
　
　
（
１
９
６
５
年
、
日
本
、
52
分
）

製
作
・
編
集  

松
竹
映
画
株
式
会
社

解　

説　

高
橋
圭
三
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

出　

演　

上
原
謙
、
田
中
絹
代
、
佐
田

啓
二
、
岸
恵
子
、
高
峰
秀
子
、
美
空
ひ

ば
り
、
笠
智
衆
、
原
節
子
、
阪
東
妻
三

郎
ほ
か

内　

容　

日
本
映
画
の
黄
金
時
代
に

製
作
さ
れ
た
「
愛
染
か
つ
ら
」 「
悲
し
き

口
笛
」 「
晩
春
」 「
君
の
名
は
」 「
二
十
四

の
瞳
」
な
ど
数
々
の
名
作
・
人
気
作
が

紹
介
さ
れ
る
珍
し
い
映
画
で
す
。

◎
当
日
は
、
元
新
宿
ピ
カ
デ
リ
ー
の
映

写
技
師
石
井
功
氏
が
特
別
に
上
映
し

ま
す
。「
懐
か
し
の
映
画　

パ
ー
ト

２
」
の
講
演
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

期
待
く
だ
さ
い
。
入
場
無
料
。

６月

◎
５
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場
は
秩
父
図
書
館
２
階
で
す
。

〈
荒
川
図
書
館
〉

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

  

５
月
10
日
、
６
月
14
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら

  

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

　

５
月
28
日
、
６
月
25
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
か
ら

  

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。

●
映
画
会

演　

目　
『
お
ば
け
う
ん
ど
う
か
い
』

　
　
　
　
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

内　

容　

お
ば
け
た
ち
の
運
動
会
を
楽

し
く
描
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ア
ニ
メ
と
、

宮
沢
賢
治
童
話
の
ア
ニ
メ
を
上
映
す
る

子
ど
も
向
け
の
映
画
会
で
す
。

◎
６
月
５
日
㈰
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
入
場
は
無
料
で
す
。

◆
転
出
・
転
居
の
際
は
ご
連
絡
を

　
『
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
』
を
お
持
ち

の
方
で
、
転
出
・
転
居
な
ど
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
が
変
わ
ら
れ
た
際
は

図
書
館
に
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
図
書
館
を
利
用

す
る
機
会
が
な
く
な

る
方
は
『
図
書
館
利

用
カ
ー
ド
』
を
図
書

館
ま
で
お
返
し
く
だ

さ
い
。

５月

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

図
書
館
利
用
の
ご
案
内
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相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

６月７日㈫・16日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士６月14日㈫

10時～15時
吉田総合支所
（振興会館）

※要電話予約
５月20日㈮　午前９時から電話予約受付　各日先着10人
☎25－5200（直通）

人 権

毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

人権擁護委員５月18日㈬　13時～16時 吉田総合支所
（振興会館）

６月１日㈬　13時～16時 大滝総合支所

行 政

５月16日㈪
６月20日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
６月６日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
６月13日㈪ 荒川総合支所
５月23日㈪
６月27日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント
行 政 手 続 ６月14日㈫　13時～15時 行政書士

登 記 ５月18日㈬・６月15日㈬
13時～15時 司法書士

税 務 ６月６日㈪　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ６月21日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ５月26日㈭・６月23日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ５月24日㈫・６月28日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 ６月10日㈮　13時～15時 社会保険労務士
※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200（直通）☎22－2211内線1322・1323

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 毎週月・水・金曜
９時～16時

子育て支援センター
☎22－7282 22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎週火・水・金曜
8時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（月曜・年末年始
を除く）９時～18時

フレンドリー
☎22－7785（身体障がい）
☎22－7045（知的障がい）
22－7055土・日・祝日  ９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ 22－2870

不 登 校 等
教 育

・ひまわり教室　毎日（土・
日・祝日を除く）９時～17時

学校教育課
☎25－5228（直通）

・やまなみ教室
　月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

内 職 毎週木曜　９時～17時 ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業 毎日（土・日・祝日を

除く）９時～17時

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
8時30分～17時 ※電話相談可 北部産業労働センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中小企業者
向け金融経営

6/8  13時～16時30分  ※前々日までに予約
会場   歴文館5階第2会議室

商業振興課 ☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 毎月第２土曜　13時～16時
会場　吉田総合支所

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514で ま え

心 配 ご と

大滝総合支所　　５/12
大田公民館　　　５/19
吉田総合支所　　５/26
社協荒川事務所　６/９
13時～16時

電
話
や
戸
別
訪
問
に
よ
る
ご
案
内

　

未
納
と
思
わ
れ
る
期
間
が
あ
る
場
合
、

電
話
に
て
納
付
状
況
の
確
認
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
険
事
務
所
職
員
や
国

民
年
金
推
進
員
が
、
国
民
年
金
制
度
や

届
出
の
ご
案
内
、
保
険
料
の
収
納
、
納

付
の
確
認
な
ど
の
た
め
、
戸
別
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
・
日
・
夜
間
も
、
電
話
や
訪
問
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
審
電
話
に
ご
注
意
を
！

　

近
年
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
等

を
装
っ
て
自
宅
に
電
話
し
、
家
族
の
勤

務
先
の
名
称
や
電
話
番
号
な
ど
を
聞
き

出
そ
う
と
す
る
不
審
な
電
話
が
増
え
て

い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
納
付
の
ご
案
内
を

す
る
際
に
は
、
個
人
情
報
を
お
た
ず
ね

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
怪
し
い
な

と
感
じ
た
と
き
は
、
社
会
保
険
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
社
会
保
険
事
務
局
秩
父

事
務
所
☎
22
ー
４
４
２
５

国
民
年
金
保
険
料
の

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
方
へ

　
　

納
付
の
ご
案
内
を

し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
多
量
の
水
を
使
用
す
る
製

造
業
の
事
業
所
を
対
象
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。
次
の
事
項
を
満
た
す
と
思
わ

れ
る
事
業
者
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
お
よ
び
助
成
金
額

　

市
内
で
製
造
業
を
営
む
事
業
所
で
、

今
年
１
月
か
ら
12
月
に
行
っ
た
検
針

に
よ
り
年
間
水
道
使
用
量
が
１
２
，

０
０
０
㎥
を
超
え
た
分
に
対
し
、
１
㎥

当
た
り
10
円
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、

明
ら
か
に
製
造
工
程
に
関
わ
ら
な
い
水

道
使
用
量
分
は
除
外
し
ま
す
。
ま
た
、

限
度
額
は
２
０
０
万
円
で
す
。

そ
の
他　

正
式
な
申
請
は
12
月
の
検
針

後
、
来
年
１
月
末
ま
で
に
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
旧
秩
父
市
内
の
事
業
所
で
以

前
に
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
つ
い
て

は
連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
22
ー
３
４
２
８
（
直
通
）

多
量
に
水
を
使
う
製
造
業
事
業
所
の

多
量
に
水
を
使
う
製
造
業
事
業
所
の

水
道
料
金
を
一
部
助
成
し
ま
す

水
道
料
金
を
一
部
助
成
し
ま
す



　

☎
22
ー
２
２
１
１
内
線
１
１
６
２

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

身
体
障
が
い
者
（
児
）
補
装
具
の
給

付
取
扱
い
が
、
平
成
17
年
４
月
１
日
か

ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
変
更
内

容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

給
付
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
る
も
の

・
遮
光
眼
鏡

　

対
象
と
な
る
疾
病

　
「
白
子
症
」・「
先
天
無
虹
彩
」

　
「
錐
体
か
ん
体
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
」

支
給
廃
止
に
な
る
も
の

・
補
聴
器
用
電
池

・
人
口
喉
頭
用
電
池

・
歩
行
補
助
つ
え
用
先
ゴ
ム

基
準
単
価
が
変
更
に
な
る
も
の

・
ス
ト
マ
用
装
具
の
特
例
と
し
て
支
給

す
る
紙
お
む
つ
等
の
単
価

平
成
17
年
３
月
ま
で

　

便
用　
　
　

月　

８
，
６
０
０
円 

　

尿
用　
　
　

月
１
１
，
３
０
０
円

　

便
尿
両
方　

月
１
９
，
９
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

←

平
成
17
年
４
月
か
ら

　

全
て
一
律　

月
１
２
，
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障
が
い
担
当

　

☎
22
ー
２
２
１
１
内
線
１
１
６
７

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72
ー
６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55
ー
０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54
ー
２
１
６
６
（
直
通
）
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市
で
は
、県
税
（
自
動
車
税
に
限
る
）

の
収
納
業
務
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

収
納
場
所　

市
役
所
会
計
課
お
よ
び
各
総

合
支
所
会
計
課
分
室

収
納
期
間　

５
月
31
日
㈫
の
納
期
限
ま
で 

収
納
日
・
収
納
時
間　

市
役
所
お
よ
び

各
総
合
支
所
の
開
庁
日
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

そ
の
他　

市
民
お
よ
び
市
内
の
法
人
を

対
象
に
、
平
成
17
年
度
課
税
分
の
自
動

車
税
の
み
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

会
計
課

　

☎
25
ー
５
２
１
９
（
直
通
）

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
で
は
、
人
権
尊
重
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
意
義

や
重
要
性
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、

人
権
へ
の
配
慮
が
そ
の
態
度
や
行
動
に

現
れ
る
よ
う
な
意
識
を
は
ぐ
く
む
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
の
視
点
か
ら
、
重
点

目
標
を
「
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人

権
意
識
―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え

の
な
い
命
を
大
切
に
―
」
と
定
め
、
積

極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
に
、
皆

さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
尊
重
思
想

の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
秩
父
支
局
で

は
、
毎
週
火
曜
日
（
た
だ
し
、
第
５
火

曜
日
は
除
き
ま
す
。）
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

場　

所　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
秩
父

支
局
２
階
（
桜
木
町
12
ー
28
）

時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
秩
父

支
局
☎
22
ー
０
８
２
７

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
福

祉
の
推
進
役
と
し
て
、
住
民
の
立
場
に

立
ち
、
住
民
と
と
も
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、

厚
生
労
働
大
臣
並
び
に
県
知
事
の
委
嘱

を
受
け
て
各
町
内
・
地
区
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で

は
、
５
月
15
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
一
斉
取
り
組
み
の
日
」
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
P
R
活
動
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

５　

月　

の　

納　

税

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

 

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す

県
税
（
自
動
車
税
）
の

収
納
業
務
を
行
い
ま
す

身
体
障
が
い
者
（
児
）

補
装
具
の
給
付
取
扱
い
の

変
更
に
つ
い
て

固
定
資
産
税　
　
　

第
１
期
分

軽
自
動
車
税　
　
　

第
１
期
分

納
期
限
は
５
月
31
日
㈫
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
納
税
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
納
期
限
に
振
り
替
え
ま
す
の

で
預
貯
金
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
振
替
税
目
の
追
加
や
納
税
義

務
者
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、

改
め
て
口
座
振
替
の
申
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
、

預
貯
金
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
持
参
の

う
え
、
収
納
課
、
各
総
合
支
所
総
務
課

窓
口
ま
た
は
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
毎
月
10
日
ま
で
に
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
月
か
ら
振
り

替
え
ま
す
。
そ
れ
以
降
の
方
は
、
翌
月

か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
の
休
日
納
税
窓
口
は
、

29
日
㈰
で
す
。
収
納
課
窓
口
に
お
い
て
、

納
税
と
納
税
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
総
合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ　

収
納
課

　

☎
22
ー
２
２
１
０
（
直
通
）

身
近
な
福
祉
の
相
談
相
手

ご
存
知
で
す
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員



21

汲
み
取
り
式
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
に
入
れ
替
え
る
場
合
に
も
、
撤
去
工

事
費
へ
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
汲
み
取
り
式
便
槽
の
中
に

は
、
便
槽
が
家
の
基
礎
の
一
部
と
な
っ

て
お
り
、
完
全
に
撤
去
す
る
こ
と
が
難

し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
完
全
に
撤
去

で
き
な
い
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
補
助

の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
庁
ま
た
は
各
総
合
支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

生
活
衛
生
課

　

☎
25
ー
５
２
０
２ 

（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72
ー
６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55
ー
０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54
ー
２
３
９
５
（
直
通
）

　

47
回
目
を
迎
え
る
水
道
週
間
が
６
月

１
日
か
ら
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。『
水
道
水　

ま
ち
の
す
み
ま
で　

未

来
ま
で
』
を
合
言
葉
に
、
生
活
に
欠
か

せ
な
い
水
、
百
年
の
歴
史
を
越
え
た
近

代
の
水
道
に
つ
い
て
考
え
る
週
間
で
す
。

　

地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
物
は
、
水
に

よ
っ
て
生
命
を
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
資
源
で
あ
る
大
切
な
水
を
守
っ

て
行
く
た
め
に
、
今
一
度
考
え
て
見
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

水
の
持
つ
多
く
の
機
能
を
十
分
に
生

か
し
、
地
球
環
境
を
考
え
、
水
の
あ
る

豊
か
な
暮
ら
し
を
次
の
世
代
へ
残
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

郵
便
局
で
は
、
身
体
・
知
的
障
が
い

者
の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
認

識
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
重
度
障
が
い
者
の
希
望
さ
れ
る
方

に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
封
筒
に
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
は

が
き
を
入
れ
て
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
、

療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
を
お
持
ち
の
方

配
布
枚
数　

一
人
20
枚

申
込
み　

５
月
31
日
㈫
ま
で
に
、
最
寄

の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
。（
代
筆
可
）

問
い
合
わ
せ　

秩
父
郵
便
局
郵
便
課

　

☎
22
ー
３
５
０
４

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22
ー
０
６
４
８
（
代
表
）

　

５
月
８
日
は
、「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」

（
赤
十
字
の
創
始
者
ア
ン
リ
ー
・
デ
ュ

ナ
ン
の
誕
生
日
）
で
す
。

　

赤
十
字
は
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

活
動
資
金
（
社
資
）
に
よ
り
、
世
界
の

人
命
尊
重
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

☎
22
ー
２
２
１
１
内
線
１
１
６
３

　

乳
幼
児
（
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
児
）

が
親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日
と
５

月
23
日
㈪

＊
５
月
15
日
㈰
は
保
健
師
に
よ
る
講
座

と
相
談
の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

会　

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル
（
秩
父

幼
稚
園
へ
は
、
慈
眼
寺
境
内
側
の
入
り

口
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。）

参
加
費　

無
料

＊
こ
の
事
業
は
秩
父
市
が
「
特
定
非
営

利
活
動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
」
へ

委
託
し
て
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局
☎
22
ー
７
８
６
６

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、

地
域
ご
と
に
様
々
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
市
報
４
月
号
に
掲
載
し
て

あ
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
単
独
処
理
浄
化
槽
も
し
く
は

重
度
障
が
い
者
の
方
へ

青
い
鳥
デ
ザ
イ
ン
の

は
が
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

不用品のリサイクルコーナー
　市では、自分には不用になったが、まだ利用でき
るものなので譲りたい、または、譲ってほしいとい
う希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

譲
り
た
い
物

歩行器、尾田蒔中体育着（上着）、パイプベッ
ド、住宅模型作成キット、テーブル、ベビーカー
（B型）、ストーブガード、食器（ご飯茶碗）

譲
っ
て
ほ
し
い
物

ふたば幼稚園制服（男子用）、子ども服（男児１～４歳）、秩父農工科
学高校体育着、マウンテンバイク、食器戸棚、タンス、桐タンス、スー
ツケース、ベビータンス、ポット、ファックス、自転車（大人用）、圧力
鍋、ミキサー、下駄箱、ガラステーブル、チャイルドシート、ジュニア
シート、ベビーチェア、卓上ミシン、ビデオデッキ、リアカー、布オムツ

登
録
状
況

譲りたい物 ８件
譲ってほしい物 23件

（平成17年４月22日現在）
※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　なお、有効期間中に「譲れなくなった」または「譲り
受ける必要がなくなった」という場合は、必ず市民生活
課までご連絡ください。

登録申込み・問い合わせ
　　市民生活課☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２３

５
月
18
日
㈬

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

ベ
ス
ト
電
器
ヤ
オ
秩
父
店

（
秩
父
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
）

５
月
20
日
㈮

午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

㈱
高
橋
組

５
月
24
日
㈫

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

秩
父
駅
構
内

（
秩
父
ナ
シ
ョ
ナ
ル

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

守
ろ
う
人
間
の
尊
さ
を

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

親
子
で
遊
ぶ
つ
ど
い
の
広
場

集
ま
れ
乳
幼
児
！

住
宅
等
の
建
築
で

浄
化
槽
の
設
置
を

お
考
え
の
方
へ

６
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

第
47
回
水
道
週
間



22
秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金

と
し
て
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
と
氏
が
同
じ

で
あ
る
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、

④
兄
弟
姉
妹

４
．
右
記
３
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

一
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
内
の
親
族

請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
手
続　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

☎
22
ー
２
２
１
１
内
線
１
１
６
２

　

道
路
に
は
み
出
し
て
看
板
や
日
よ
け

を
設
置
し
た
り
、
道
路
に
管
路
や
ケ
ー

ブ
ル
等
の
施
設
を
設
置
し
て
、
継
続
し

て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
を
「
道
路
の

占
用
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
「
道
路
の

占
用
」
に
は
地
上
だ
け
で
な
く
、
道
路

敷
地
の
地
下
や
上
空
に
施
設
を
設
け
る

場
合
も
該
当
し
ま
す
。

　
「
道
路
の
占
用
」
を
す
る
た
め
に
は
、

当
該
道
路
を
管
理
し
て
い
る
「
道
路
管

理
者
」
に
道
路
占
用
許
可
申
請
を
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

道
路
占
用
物
件
に
よ
っ
て
は
占
用
料

が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
道
や
水
路
等
の
法
定
外
公

共
物
も
同
様
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

管
理
用
地
課

　

☎
25
ー
５
２
１
２
（
直
通
）

　

し
っ
か
り
し
た
退
職
金
制
度
を
持
つ

こ
と
は
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
や
従
業

員
の
労
働
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
も
重

要
な
こ
と
で
す
。
中
退
共
制
度
（
中
小

企
業
退
職
金
共
済
制
度
）
は
、
安
全
・

確
実
し
か
も
有
利
な
退
職
金
制
度
を
手

軽
に
準
備
で
き
ま
す
。

中
退
共
制
度
の
特
色

▼
国
の
制
度
な
の
で
安
全
・
確
実
・
有

利
で
す
。

▼
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入
で
き

ま
す
。

▼
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に
な

り
ま
す
。

▼
過
去
の
勤
務
期
間
通
算
や
企
業
間
を

転
職
し
た
場
合
に
通
算
が
で
き
ま
す
。

▼
掛
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
り
替
え
ま

す
。
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支
払

い
ま
す
の
で
、
管
理
が
簡
単
で
す
。

▼
掛
金
の
一
部
を
、
国
と
市
が
助
成
し

ま
す
。

①
国
の
補
助

・
新
し
く
加
入
す
る
事
業
主
に
掛
金
月

額
の
１
／
２
（
従
業
員
ご
と
の
上
限

５
，
０
０
０
円
）
を
加
入
後
４
か
月

目
か
ら
１
年
間
補
助
し
ま
す
。

・
掛
金
を
増
額
し
た
事
業
主
に
増
額
分

の
１
／
３
を
増
額
月
か
ら
１
年
間
補

助
し
ま
す
。
（
た
だ
し
、
増
額
前
の

掛
金
月
額
が
１
８
，
０
０
０
円
以
下

の
場
合
）

②
市
の
補
助

・
新
規
加
入
（
再
入
会
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
）
の
事
業
所
に
つ
い
て
１
か

月
の
掛
金
の
20
％
以
内
（
従
業
員
ご

と
の
上
限
１
，
０
０
０
円
以
内
）
を

３
年
間
補
助
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

中
退
共
東
京
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
３
ー
３
４
３
６
ー
４
３
５
１

　

市
役
所
工
業
振
興
課

　

☎
22
ー
３
４
２
８
（
直
通
）

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の

皆
さ
ま
へ

 ―
 

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す ―

正
し
い
道
路
の
利
用
に
は

占
用
許
可
が
必
要
で
す

退
職
金
づ
く
り
は

〔
中
退
共
〕
で

　

ほ
の
ぼ
の
マ
イ
タ
ウ
ン
内
の
市
立
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
勤
務
す
る
看
護

師
を
募
集
し
ま
す
。

資　

格　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

（
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。）

募
集
人
員　

若
干
名
（
勤
務
時
間
、
条
件
、

採
用
日
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ  
秩
父
市
社
会
福
祉
事
業
団
事

務
局 

（
ほ
の
ぼ
の
マ
イ
タ
ウ
ン
内
）

　

☎
21
ー
５
５
３
５

※
な
お
、
介
護
職
も
あ
わ
せ
て
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ

看
護
師
（
正
職
員
・
臨
時
職
員
）

を
募
集
し
ま
す

さ
い
。

　

視
覚
障
が
い
を
持
つ
方
々
に
対
し

て
、「
声
の
市
報
ち
ち
ぶ
」
を
お
届
け

し
て
い
る
声
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
き
ぶ
ね
ぎ
く
の
会
」
で
は
、
朗
読

講
習
会
を
行
い
ま
す
。
活
動
に
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
17
年
度
中
４
回
開
催
予

定
（
１
回
２
時
間
程
度
）

※
詳
し
い
日
程
は
後
日
希
望
者
に
連
絡

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館
ほ
か

対　

象　

市
内
在
住
の
方

※
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
随
時
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

き
ぶ
ね
ぎ
く
の
会

き
ぶ
ね
ぎ
く
の
会

  

朗
読
講
習
会

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
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募
集
住
宅　

左
表
の
と
お
り

申
込
受
付
期
間　

６
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮

※
申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

申
込
者
の
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ

り
、
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
の
総
額
が
、
基
準
の
範
囲
内
に
あ

る
こ
と
。

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と
。

入
居
予
定
時
期　

平
成
17
年
８
月
ご
ろ

（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

建
築
住
宅
課

　

☎
25
ー
５
２
１
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

吉
田
☎
72
ー
６
０
８
４
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55
ー
０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54
ー
２
３
９
２
（
直
通
）

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　

色
々
な
国
の
ひ
ま
わ
り
の
種
を
ま
き
、

育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
除
草
や
枯
れ
た

花
の
処
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

で
き
た
種
は
差
し
上
げ
ま
す
。

種
ま
き
実
施
日　

５
月
28
日
㈯
午
前
９

時
30
分
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
花
銀
行
荒
川
圃
場

（
旧
営
林
署
苗
畑
跡
地
）

資　

格　

個
人
、
グ
ル
ー
プ
、
法
人
な

ど
花
の
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
。

募
集
区
画　

80
区
画
（
１
区
画
60
㎡
）

そ
の
他

○
種
、
肥
料
は
ち
ち
ぶ
花
銀
行
で
用
意

し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

○
ひ
ま
わ
り
畑
に
オ
ー
ナ
ー
名
等
を
書

い
た
表
示
板
を
設
置
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月
24
日
㈫

ま
で
に
左
記
へ
。（
先
着
順
）

　

㈱
秩
父
開
発
機
構
☎
23
ー
１
０
０
２

　

荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
54
ー
２
１
１
１

　

姉
妹
都
市
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
（
ア
メ

リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
か
ら
、

こ
の
夏
、
高
校
生
・
大
学
生
・
一
般
等

の
親
善
訪
問
団
が
秩
父
市
を
訪
問
し
ま

す
。

　

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
訪
問
団
の
た
め
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
民
泊
を
提
供
し
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

期　

間　

７
月
中
旬
か
ら
２
週
間
の
予

定
（
１
週
間
コ
ー
ス
、
２
週
間
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。）

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

い
く
つ
か
の
交
流
事

業
に
参
加
い
た
だ
く
ほ
か
は
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
お
任
せ
し
ま
す
。

申
込
み　

５
月
31
日
㈫
ま
で

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25
ー
５
２
０
０
（
直
通
）

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
協
会
会
長
桜
井
政
男
宅

　

☎
22
ー
０
４
０
６

22
ー
２
３
４
３

　

青
年
茶
道
教
室

と　

き　

４
月
〜
３
月
（
月
曜
日
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

募
集
人
数　

14
人

参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

　

青
年
陶
芸
教
室

と　

き　

４
月
〜
３
月
（
火
曜
日
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
美

術
・
陶
芸
室

募
集
人
数　

17
人

参
加
費　

１
，５
０
０
円
（
材
料
費
別
）

　

青
年
生
花
教
室

と　

き　

４
月
〜
12
月
（
金
曜
日
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
和
室

募
集
人
数　

13
人

参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
材
料
費
別
）

※
い
ず
れ
も
活
動
時
間
は
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
で
す
。

申
込
み　

参
加
費
を
持
参
の
う
え
、
歴

史
文
化
伝
承
館
１
階
事
務
室
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

☎
22
ー
０
４
２
０

と　

き　
５
月
16
日
〜
平
成
18
年
３
月
30

日
の
毎
週
月
・
木
曜
日
（
年
末
年
始
・
７

〜
８
月
の
一
部
を
除
く
）、
午
前
10
時
〜
正

午
（
月
曜
）、
午
後
１
時
〜
３
時
（
木
曜
）

と
こ
ろ　

市
営
温
水
プ
ー
ル

講　

師　

日
体
協
・
日
障
協
公
認
指
導

者
小
林
靖
夫
先
生
、
本
橋
美
智
子
先
生

参
加
費

入
会
金
（
保
険
料
含
）
２
，
０
０
０
円

会
費
（
１
か
月
）　
　

７
，
０
０
０
円

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

N
P
O
法
人
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り
工

房
事
務
局
（
秩
父
開
発
機
構
内
）

　

☎
23
ー
１
０
０
２

23
ー
１
０
５
０

市
営
住
宅
（
空
家
）

入
居
者
募
集

市営住宅空家募集住宅一覧
住宅名 募集

戸数 所　在　地 間取り 家　　賃 建設年度 備　　　　考

1 間 ノ 田 1 金室町１－10 ３ＤＫ 22,500～52,100円 H10～11 駐車場１戸１台分2,000円

2 井 ノ 尻 2 中村町３－８－９ ３ＤＫ 24,100～52,900円 Ｈ12～13 駐車場１戸１台分2,000円

3 大 畑 北 2 大畑町４－45 ３ＤＫ 20,600～48,600円 Ｈ６～９ 駐車場１戸１台分2,000円

4 和　 田 3 下吉田7010－１ ３ＤＫ 10,200～24,700円 S53～56 浴槽・風呂釜持込

5 大 棚 部 1 上吉田568－４ ３ＤＫ 19,400～42,600円 H７ 駐車場１戸１台分1,000円

6 神庭第２ 1 大滝862－１ ３ＤＫ 19,000～41,800円 H９

7 白　 久 1 荒川白久1642－１ ２LDK 22,700～50,500円 H10 駐車場１戸１台分2,000円

ち
ち
ぶ
花
銀
行

世
界
の
ひ
ま
わ
り

オ
ー
ナ
ー
募
集

ア
ン
チ
オ
ッ
ク
訪
問
団

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
主
催
講
座

受
講
生
追
加
募
集

水
中
体
操
（
運
動
）
で

腰
痛
・
膝
痛
の
介
護
予
防
を
！

平
成
17
年
度

水
中
運
動
教
室

参
加
者
募
集
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初
心
者
を
対
象
に
、
日
常
生
活
に
役

立
つ
、
柔
道
の
礼
法
・
受
身
と
背
負
い

投
げ
ま
で
を
練
習
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
21
日
、
28
日
、
６
月
４

日
、
11
日
、
18
日
の
各
土
曜
日
、
午
後

７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　
市
営
道
場（
福
祉
女
性
会
館
前
）

対　

象　

小
学
一
年
生
以
上
の
男
女
か

ら
大
人
ま
で

費　

用　

５
０
０
円
（
保
険
代
）

服　

装　

運
動
の
出
来
る
服
装

申
込
み　

５
月
21
日
㈯（
会
場
で
受
付
）

問
い
合
わ
せ　

と　

き　
５
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃

場
（
現
地
集
合
）

種　

目　

ト
ラ
ッ
プ
射
撃

参
加
費　

無
料
（
ク
レ
ー
代
、
保
険
料

等
は
個
人
負
担
）

定　

員　
20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務
局　

と　

き　

５
月
22
日
㈰

と
こ
ろ　
ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
射
撃
場

受　

付　
午
前
８
時
30
分
よ
り
受
付
開
始

種　

目　
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
１
０
０
個
撃
ち

参
加
費　

７
，
０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
等
を
含
む
）

賞　

品　
賞
状
・
メ
ダ
ル
・
参
加
賞
あ
り

定　

員　
36
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務
局　

と　

き　

５
月
22
日
㈰

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
会
館
４
階
長
尾
根

内　

容

・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
「
秩
父
山
地

緑
の
回
廊
44
㎞
の
踏
査
を
終
え
て
」

・
基
調
講
演
「
森
林
・
野
生
動
物
と

人
と
の
共
存
を
す
す
め
る
活
動
の
現

状
」
日
本
獣
医
大
学
羽
山
助
教
授

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
パ
ネ
ル
展
示

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
秩
父
の
環
境
を
考
え

る
会
・
秩
父
緑
の
回
廊
踏
査
事
務
局　

今
井　

☎
23
ー
１
６
５
３

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
、「
心

の
病
」
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　
５
月
28
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

内　

容　

講
演

　
「
間
違
い
だ
ら
け
の
医
学
常
識
」

講　

師　

秩
父
中
央
病
院　

　
　
　
　

名
誉
院
長　

内
田
全
一
先
生

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ　

心
和
会
作
業
所

　

☎
22
ー
８
８
０
６

今
秋
国
勢
調
査
を
実
施

調
査
員
を
募
集
し
ま
す

荒
川
源
流
域
保
全
・

　
　

再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
森
林
・
野
生
動
物
と

　

人
と
の
共
存
を
考
え
る

ー
豊
か
な
秩
父
山
地
の
将
来
の
た
め
に
ー
」

市
民
初
心
者
柔
道
教
室

　

国
勢
調
査
を
今
秋
10
月
１
日
に
行
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ

い
て
実
施
す
る
人
口
に
関
す
る
全
数
調

査
で
、
国
内
の
人
口
の
実
態
を
把
握
し
、

各
種
行
政
施
策
そ
の
他
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
、
５
年
ご
と
に
行

う
も
の
で
す
。

　

大
規
模
な
調
査
で
す
の
で
、
調
査
を

行
う
た
め
に
は
大
勢
の
方
に
調
査
員
と

し
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
調
査
員
の
一

部
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
公
募
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
員
の
事
務

　

受
持
ち
の
調
査
区
域
の
確
認
、
調
査

対
象
世
帯
の
把
握
お
よ
び
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
、
調
査
票
の
配
布
、
調
査
票

の
取
集
、
調
査
書
類
の
検
査
・
整
理
・

提
出
等

調
査
期
間　

９
月
23
日
㈮
〜
10
月
10
日
㈪

報　

酬　

あ
り

募
集
方
法　

お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
地

区
の
市
役
所
ま
た
は
総
合
支
所
へ
ご
来

所
い
た
だ
き
、
次
の
担
当
課
で
所
定
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当
課　

市
役
所
情
報
政
策
課

　
　
　
　

各
総
合
支
所
総
務
課

①
調
査
員
の
要
件

ア
．
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行

で
き
る
者
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て

20
歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と

イ
．
秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け

る
者
で
あ
る
こ
と

ウ
．
税
務
・
警
察
に
直
接
関
係
の
な
い

者
で
あ
る
こ
と

エ
．
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
者
で
あ

る
こ
と

②
募
集
期
限　

６
月
10
日
㈮
午
後
５
時

15
分

③
選
考
方
法　

①
の
調
査
員
の
要
件
に

当
て
は
ま
る
方
の
中
か
ら
、
各
地
区

に
お
け
る
調
査
員
の
応
募
状
況
等
を

考
慮
し
て
選
定
し
ま
す
。

④
選
考
結
果　

選
定
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
方
の
み
７
月
末
日
ま
で
に
ご
連
絡

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

情
報
政
策
課

　

☎
22
ー
２
２
０
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
総
務
課　

　

吉
田
☎
77
ー
１
１
１
１

　

大
滝
☎
55
ー
０
１
０
１

　

荒
川
☎
54
ー
２
１
１
１

市
民
ク
レ
ー
射
撃初心

者
教
室

市
民
ク
レ
ー
射
撃
大
会

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講　

演　

会
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平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）　診療時間（午後7時30分～10時30分）

５
月
15
日

医師会休日診療所
高橋内科クリニック
秩 父 市 立 病 院
高 橋 医 院

（内･小）
（  内  ）

（内･小）

熊木町
中村町
桜木町
鬼石町

☎23－8561
☎27－0155
☎23－0611
☎52－2253

５
月
22
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
健 生 堂 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（産･婦･内）

熊木町
番場町
東 町
鬼石町

☎23－8561
☎24－1336
☎22－0270
☎52－3121

５
月
29
日

医師会休日診療所
関 口 医 院
秩 父 病 院
増 成 医 院

（内･小）
（産･婦･内･小）

（外･内･皮フ）

熊木町
上宮地町
宮側町
鬼石町

☎23－8561
☎23－1555
☎22－3022
☎52－2026

６
月
５
日

医師会休日診療所
荒 舩 医 院
小 鹿 野 中 央 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（外･内）

熊木町
横瀬町
小鹿野町
鬼石町

☎23－8561
☎24－0160
☎75－2332
☎52－3121

６
月
12
日

医師会休日診療所
南 須 原 医 院
秩 父 第 一 病 院
鬼 石 病 院

（内･小）
（内･外）

熊木町
長瀞町
中村町
鬼石町

☎23－8561
☎66－2038
☎25－0311
☎52－3121

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（鬼石町を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
　藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
　のホームページで確認できます。

と　

き　

５
月
31
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
15
分
〜

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
会
議
室

講　

師　

日
赤
埼
玉
県
支
部
職
員

テ
ー
マ　
「
赤
十
字
と
新
潟
県
中
越
地

震
災
害
救
護
体
験
に
つ
い
て
」

費　

用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

　

☎
22
ー
２
２
１
１
内
線
１
１
６
２

と　

き　

７
月
26
日
㈫

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

費　

用　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

講　

師　

赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

申
込
み　

７
月
19
日
㈫
ま
で
に
社
会
福

祉
課
へ
。

　

☎
22
ー
２
２
１
１
内
線
１
１
６
２

　

学
校
週
五
日
制
の
土
曜
日
活
用
事
業

と
し
て
、
小
中
学
生
の
親
子
を
対
象
と

し
た
土
曜
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

６
月
25
日
㈯
午
後
１
時
開

場
、
１
時
30
分
上
映

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

作
品
名　
「
シ
ュ
レ
ッ
ク
」

入
場
料　

無
料

※
６
月
７
日
㈫
か
ら
整
理
券
を
生
涯

学
習
課
と
各
公
民
館
で
発
行
し
ま
す

が
、
１
，
０
０
０
枚
の
定
員
数
に
な

り
次
第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

　

☎
25
ー
５
２
２
９
（
直
通
）

と　

き　

５
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は
５
月
29
日
に

延
期
）

と
こ
ろ　

秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
道
の
駅
ち
ち
ぶ
・
花
ま
つ
り

の
森
駐
車
場
隣
）

駐
車
場　

左
記
会
場
案
内
図
の
と
お
り

※
大
野
原
方
面
か
ら
は
陸
橋
手
前
導
入

路
よ
り
、
横
瀬
・
影
森
方
面
か
ら
は

南
門
導
入
路
よ
り
駐
車
場
に
お
入
り

く
だ
さ
い
。
お
帰
り
の
際
も
同
様
に

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
駐
車
場
お

よ
び
会
場
内
に
お
け
る
事
故
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
当
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
実
行
委
員
会
で
は
一
切
責
任
を
負

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

秩
父
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実

行
委
員
会
事
務
局　

有
隣
興
業
㈱

　

☎
22
ー
０
２
１
０

　

秩
父
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
外
国
人

を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

５
月
31
日
、
６
月
７
日
、
14

日
、
21
日
、
28
日
、
７
月
12
日
、
19
日

　

各
火
曜
日
・
７
回
開
催

午
後
５
時
30
分
〜
７
時
（
１
時
間
半
）

と
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階
第
４
会
議
室

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
外
国
人

内　

容　

日
本
語
の
初
歩
〜
中
級
程
度

（
日
常
会
話
・
応
用
会
話
・
文
法
な
ど
）

定　

員　

20
人
。
た
だ
し
、
申
込
者
が

７
人
未
満
の
場
合
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

参
加
費　

２
，
０
０
０ 

円

講　

師　

増
井
ま
ゆ
み
先
生

申
込
み　

５
月
25
日
㈬
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課

　

☎
25
ー
５
２
０
０
（
直
通
）

　

市
の
業
務
は
、
皆
様
の
個
人
情
報
に

関
わ
る
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り

ま
す
。
個
人
情
報
が
第
三
者
に
伝
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
、
大
き
な
犯
罪
と
な

り
ま
す
。
職
員
に
対
し
、
本
人
確
認
等

を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
･
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

人
事
課
☎
22
ー
２
２
０
７
（
直
通
）

　

総
務
課
☎
22
ー
２
２
５
１
（
直
通
）

市
民
の
皆
様
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
個
人
情
報
）
は

絶
対
に
漏
ら
し
ま
せ
ん

赤
十
字
奉
仕
団
講
演
会

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

赤
十
字
包
帯
法
短
期
講
習
会

合
併
記
念

親
子
土
曜
映
画
会
を

開
催
し
ま
す

ご
来
場
者
の
皆
さ
ん
へ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
ク
で

作
製
し
て
お
り
ま
す
。

　荒川公民館では、月に一度男の料理教室が
実施されて１年が経ちました。
　最初のころに比べると包丁を持つ手もお手
のもの、いっぱしの料理人です。料理のレパー
トリーも増え、家族の評判も上々です。
　今年度も、５月から男の料理教室が行われ
ます。みなさんも料理を一緒に作ってみませ
んか。（問い合わせ　荒川公民館☎54－1058）

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　企画広報課　 ☎22－2202（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1208

　４月２日・３日、「秩父いってんべぇウォー
ク」が実施されました。
　これは、新「秩父市」誕生記念ウォーキン
グとして実施されたもので、２日間で749人
の参加がありました。
　２日には、プロスキーヤーの三浦雄一郎さ
んも参加し、併せて健康教室も開催され、参
加した皆さんは、新しく誕生した秩父市の自
然の中を軽快に散策していました。

　旧三峰山観光道路沿い、三峰山駐車場付近
等では４月下旬から５月下旬ごろまで、つつ
じの花の見頃を迎えます。
　５月14日㈯には、大滝観光協会主催による
「第４回三峰山大滝つつじまつり」が、三峰
ビジターセンター横をメイン会場にして開催
されます。当日は大輪ばかばやし保存会によ
るお囃子やカラオケ大会、歌謡ショーなどの
催しと甘酒、よもぎもちのサービスが行われ
ます。雲取山や白石山を遠くに望みながら、
満開のつつじを満喫してみませんか。

５月14日㈯５月14日㈯
第４回大滝つつじまつり第４回大滝つつじまつり

　４月８日、吉田久長地内で旧吉田町コミュ
ニティ協議会（小池孝作会長）が花の種蒔き
を行いました。
　これは、同会が「花いっぱい運動」の一環
として毎年行っているもので、今年で十数回
目を数えます。
　当日は、苗床づくりから始まり、約２万本
分のマリーゴールドの種を蒔きました。育て
た苗は、６月上旬ごろに吉田地域の希望する
行政区等へ配布する予定です。

板についてきました板についてきました
男の料理教室男の料理教室

新「秩父市」誕生記念新「秩父市」誕生記念
秩父いってんべぇウォーク秩父いってんべぇウォーク

種蒔きから始める種蒔きから始める
「花いっぱい運動」「花いっぱい運動」


	

